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第1827号
◇将来を担う人が育つまちをつくる
◇安心して生活できるまちをつくる
◇賑わいのあるまちをつくる
◇暮らしやすいまちをつくる

まちづくり基本目標

2面
高齢者向け給付金（年金
生活者等支援臨時福祉給
付金）を支給します

今号の紙面から

七国山の菜の花畑

　

市
で
は
、
楽
し
い
遊
び
と
子
ど

も
文
化
創
造
の
場
を
提
供
し
、
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
と
子
育
て
の

支
援
を
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
市

内
の
各
地
域
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ば
あ
ん
（
南
地
域
）、
つ
る
っ
こ

（
鶴
川
地
域
）、
ぱ
お
（
堺
地
域
）、

た
だ
Ｏ
Ｎ
（
忠
生
地
域
）
を
設
置

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
市
内
５
館
目
と
な

る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー「
ま
あ
ち
」

（
町
田
地
域
）
が
、
４
月　

日
、

３０

町
田
駅
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
、
市

内
の
全
地
域
に
子
ど
も
の
活
動
拠

点
が
で
き
ま
す
。

　

建
設
に
あ
た
り
、
町
田
地
区
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
委
員
会
を
は
じ

め
、
多
く
の
地
域
の
方
々
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
あ
ち

の
名
称
は
、「
住
ん
で
い
る
町
田

で
」「
た
く
さ
ん
遊
び
た
い
」「
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
一
文
字

ず
つ
と
っ
て
、
地
域
の
小
学
生
～

高
校
生
で
構
成
す
る
子
ど
も
委
員

会
が
名
付
け
ま
し
た
。

　

ま
あ
ち
は
、
遊
び
や
仲
間
づ
く

り
の
場
と
し
て
、
自
由
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
子

育
て
支
援
の
場
と
し
て
、
親
子
で

の
遊
び
や
子
育
て
に
関
す
る
情
報

も
得
ら
れ
る
施
設
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
プ
レ
イ
ル

ー
ム
、
ク
ラ
フ
ト
ル
ー
ム
、
ア
イ

ラ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
ク
ッ

キ
ン
グ
ル
ー
ム
、
バ
ン
ド
活
動
が

で
き
る
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
壁
一
面

の
鏡
や
視
聴
覚
機
材
を
備
え
た
ダ

ン
ス
・
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
親
子
や
保
護
者
同
士
が

休
息
し
た
り
、
交
流
し
た
り
で
き

る
カ
フ
ェ
も
併
設
し
ま
す
。

○
所
在
地　

中
町
１
―　

―　
３１

２２

○
対
象　

０
～　

歳
の
子
ど
も
と

１８

そ
の
保
護
者

○
開
館
時
間　

午
前　

時
～
午
後

１０

９
時
（
小
学
生
の
み
で
の
利
用
は

午
後
６
時
ま
で
）

○
休
館
日　

火
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

　

市
で
は
、「
四
季
を
通
し
て
花
・
風
景
・
回
遊
を
楽
し
め
る
魅
力

あ
る
公
園
」
を
目
指
し
、
薬
師
池
公
園
周
辺
を
「
町
田
薬
師
池
公
園 

四
季
彩
の
杜
」
と
名
付
け
、
一
体
的
に
整
備
す
る
魅
力
向
上
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

四
季
彩
の
杜
に
点
在
す
る
ぼ
た
ん
園
、
え
び
ね
苑
、
七
国
山
の
菜

の
花
畑
で
は
、
花
々
が
春
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ぼ
た
ん
・
え
び
ね
の
開
花
状
況
や
、
四
季
彩
の
杜
の
健
脚

者
向
け
散
策
コ
ー
ス
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

約
３
３
０
種
・
１
７
３
０
株
の

ぼ
た
ん
と
、
約　

種
・
６
０
０
株

６０

の
し
ゃ
く
や
く
が
、
色
鮮
や
か
な

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
ぼ
た
ん
の
育
て
方

教
室
も
開
催
し
ま
す
。

○
開
園
期
間　

４
月　

日
金
～
５

１５

月
８
日
日
の
午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
４
時

○
入
園
料　

５
０
０
円
（
中
学
・

高
校
生
２
０
０
円
、
小
学
生
以
下

無
料
）〔
有
料
は
祭
り
期
間
の
み
〕

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先
、　

番
乗
り
場
か

２１

ら
本
町
田
経
由
野
津
田
車
庫
行

き
、
ま
た
は
、
鶴
川
駅
行
き
バ
ス

で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、
徒
歩
７

分
。
ま
た
は
、
市
内
各
経
路
の
野

津
田
車
庫
行
き
バ
ス
で
「
野
津
田

車
庫
」
下
車
、
徒
歩
８
分

　

ジ
エ
ビ
ネ
、
キ
エ
ビ
ネ
、
タ
カ

ネ
エ
ビ
ネ
な
ど
約
３
万
株
の
エ
ビ

ネ
が
群
生
し
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
や

ク
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
野
草
も
観
賞

で
き
ま
す
。
高
松
宮
両
殿
下
が
愛

好
さ
れ
て
い
た
キ
エ
ビ
ネ
も
公
開

し
て
い
ま
す
。
歩
き
や
す
い
靴
で

ご
来
園
下
さ
い
。

○
開
園
期
間　

４
月　

日
金
～
５

２２

月
８
日
日
の
午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
４
時
（
入
園
は
午
後
３
時　

分
３０

ま
で
）

※
荒
天
等
に
よ
り
一
時
閉
園
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
入
園
料　

３
０
０
円
（
小
学
生

～
高
校
生
１
０
０
円
）

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
７

番
乗
り
場
か
ら
藤
の
台
団
地
行
き

バ
ス
で
「
藤
の
台
団
地
」
下
車
、

徒
歩
５
分 ※今期間中の入園券半券でぼたん園または、え

びね苑の再入園割引や物販割引をします（1枚
につき1回限り有効）。
※ぼたん園の祭り期間中、薬師池公園の駐車場
は有料です。来園の際は、公共交通機関をご利
用下さい。
※ペットを連れての入園はできません。

　

地
域
の
子
ど
も
・
グ
ル
ー
プ
が

出
演
す
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ミ
ニ

工
作
、
模
擬
店
（
有
料
）
等
が
あ

子どもセンターまあち
町田地域

ちだで そぼう ゃれんじしようま あ ち

4月30日土にオープン

クッキングルーム

ダンス・シアタールーム
小田急線町田駅北口から徒歩7分です

ま
ち
だ
を
彩
る
春
の
花
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

ぼ
た
ん
園
え
び
ね
苑
開
園

町
田
薬
師
池
公
園
四
季
彩
の
杜

ぼ
た
ん
し
ゃ
く
や
く
祭
り

４
月
15
日
〜
５
月
８
日

ぼ
た
ん
園

４
月
22
日
〜
５
月
８
日

え　
　

び　
　

ね　
　

苑

問児童青少年課辺724・4097返050・3101・8380、子どもセンターまあち辺794・7360返729・0234

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

ぼたん園・えびね苑ご利用の方へ

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

問
市
役
所
代
表
辺
７
２
２
・
３
１
１
１
、ぼ
た
ん
園
辺
７
３
６
・
４
４
７
７（
祭
り
期
間
の
み
）、え
び
ね
苑
辺
７
２

４
・
１
６
６
８（
開
園
期
間
中
）、町
田
市
公
園
緑
地
課
辺
７
２
４
・
４
３
９
９
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
６
２
６
９

　薬師池公園の北西、町田ぼたん園やふる
さと農具館・七国山ファーマーズセンター
近くの畑で、菜の花が見ごろを迎えます。
　この花畑は、地元農家による七国山ふれ
あいの里組合が栽培しています。花を楽し
んだ後は、菜種を採取し絞った油を、七国
山なたね油として販売します。
※お出かけは、公共交通機関をご利用下さ
い。路上駐車は、近隣住民の迷惑になりま
すので絶対におやめ下さい。
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰビル先
21番乗り場から本町田経由野津田車庫行
き、または本町田経由鶴川駅行きバスで「薬
師ヶ丘」下車、徒歩10分
問ふるさと農具館辺736・8380（月曜日休
館）、町田市農業振興課辺724・2166返
050・3101・9913

り
ま
す
。

○
日
時　

４
月　

日
土
午
前　

時

３０

１１

～
午
後
３
時



2016.　4.　11凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ ２

　２月に市内で発生した小学生の死亡事故を受け、町田警察署、南大
沢警察署、町田市交通安全課及び教育委員会が協力して交通安全標語

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

　信号に従っていても、横断歩道を渡っていても、必ずしも安全
ではありません。
　右折や左折をする車、信号の変わり目で無理矢理交差点に進入

わたる前 止まった車に 目であいさつ
交通安全標語を作成しました交通安全標語を作成しました

この標語をポスターにし、市内公立
小・中学校の全学級に配布しました

問指導課辺724・2867返050・3161・8122

厚生労働省
給付金キャラクター
カクニンジャ

～対象者１人につき３万円を支給します
4月19日㈫～8月19日㈮4月19日㈫～8月19日㈮高齢者向け給付金

（年金生活者等支援臨時福祉給付金）（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

申請受付期間

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

　
４
月
１
日
付
け
で
ỏ
教
育
委
員

に
佐
藤
昇
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
Ố
任
期
は
３
年
で
す
Ố

　
ま
た
ỏ
佐
藤
氏
は
同
日
付
け
で

教
育
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
Ố
今
回
で
４
期
目
と
な
り
ま

す
Ố
任
期
は
１
年
で
す
Ố

問
教
育
総
務
課
辺
７
２
４
・
２
１

７
２
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７

９
０
６

　
４
月
１
日
付
け
で
ỏ
町
田
市
消

防
団
長
に
佐
藤
誠
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
Ố
今
回
で
２
期
目
と
な

り
ỏ
任
期
は
２
年
で
す
Ố

　
佐
藤
氏
は
１
９
７
８
年
に
消
防

団
に
入
団
以
来
ỏ
副
団
長
な
ど
要

職
を
歴
任
し
ỏ
２
０
１
３
年
に
は

藍
綬
褒
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
Ố

　
今
後
も
ỏ
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
ỏ
消
防
団
の
陣
頭
で

指
揮
を
執
ỳ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

問
防
災
安
全
課
辺
７
２
４
・
３
２

５
４
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
１
９

佐
藤
昇
氏

教
育
委
員
に

が
再
任

佐
藤
誠
氏

消
防
団
長
に

が
再
任

〔受付窓口設置期間・場所・時間〕
○4月19日火～28日木＝市庁舎1階イベントスタジオ（午前9時～午後4時）
○5月2日月～7月29日金＝市庁舎7階会議室7－3（午前8時30分～午後5時）

町田市役所臨時福祉給付金
専用コールセンター

5月31日火まで＝午前8時30分～午後6時（土・日曜日、祝休日を含む）、6月1日水から＝午前8時30分～午後5時（土・日曜日、祝休日を除く）

辺辺0570・020・092
オー外　給　　　付

※ご利用には市役所までの通話
料金がかかります。

携帯電話からかける場合：辺042・710・8510

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高齢者の方に対して、「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付
金）」を支給します。
　申請期間は、４月１９日～８月１９日（消印有効）です。
　対象と思われる方には、４月１９日以降、順次申請書をお送りしますので、お手元に届いたら、お早めに申請して下さい。

○支給対象者　①②のいずれも満たす方
①平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者
（未申請のため給付金を受け取っていない方
も含む）
②平成２９年３月３１日までに６５歳以上になる方
（昭和２７年４月１日以前に生まれた方）
○支給額　１人につき３万円（１回限り）

※平成27年度臨時福祉給付金の申請受付は、2月1日で終了しました。
※平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者は、①～③の要件をいずれも満たす方です。
①平成27年1月1日時点で町田市に住民票がある
②平成27年度の市民税が非課税
③次に該当しない
・市民税が課税されている方の扶養親族等
・生活保護等の受給者
※平成27年度の市民税は、平成26年分（平成26年1月1日～12月31日）の所得から計算されます。

問福祉総務課臨時給付金係辺724・4431返050・3101・0928

郵送ではなく窓口での申請を希望する方へ～受付窓口のご案内

支給要件

受付時間

※土・日曜日、祝休日を除きます。
※各市民センター、各駅前連絡所等では受け付けません。
※その場での支給は行いません。
※混雑が予想されるため、郵送での申請にご協力下さい。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

佐
々
木
智
子
氏
、
戸
塚
正
人
氏

議
員
選
任
の
監
査
委
員
に

が
就
任

　
４
月
１
日
付
け
で
ỏ
市
議
会
議

員
の
中
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員

に
佐
々
木
智
子
氏
ỏ
戸
塚
正
人
氏

が
就
任
し
ま
し
た
Ố

　
監
査
委
員
は
ỏ
地
方
自
治
体
の

行
政
運
営
に
関
し
優
れ
た
識
見
を

有
す
る
方
２
人
と
ỏ
市
議
会
議
員

２
人
の
計
４
人
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ỏ
市
長
が
市
議
会
の
同
意
を
得

て
選
任
し
ま
す
Ố

問
監
査
事
務
局
辺
７
２
４
・
２
５

４
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７

６
６
２

　
３
月
　
日
付
け
で
ỏ
町
田
市
選

２８

挙
管
理
委
員
会
委
員
に
坪
義
秋

氏
ỏ
大
澤
進
氏
ỏ
井
上
正
行
氏
ỏ

篠
崎
愛
治
氏
が
就
任
し
ま
し
た
Ố

任
期
は
４
年
で
す
Ố

　
ま
た
ỏ　
日
に
開
催
さ
れ
た
選

２９

挙
管
理
委
員
会
で
ỏ
委
員
長
に
坪

義
秋
氏
ỏ
委
員
長
職
務
代
理
者
に

大
澤
進
氏
が
選
出
さ
れ
ỏ
同
日
付

け
で
就
任
し
ま
し
た
Ố

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
辺
７

２
４
・
２
１
６
８
返
７
２
４
・
１

１
９
５

坪
義
秋
氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に

篠
崎
愛
治
氏

大
澤
進
氏

委
員
長
職
務
代
理
者
に

井
上
正
行
氏

委
員
に

が
就
任

を作成しました。
　この標語は、「道路を横断す
る際に、運転手が自分に気付
いているかどうか確認するこ
との大切さ」を訴えています。
　ご家庭でもこの標語を活用
し、お子さんが安全確認の習
慣を身に付けられるよう、ご
協力をお願いします。

お互いのアイコンタクトが事故を防ぎます外

してくる車、横断中の歩行者に気がつ
いていない車などがあるかもしれませ
ん。必ず、右左（みぎひだり）の安全確
認をして、車が止まっているか、運転
手が自分に気がついているかなどを確
認してから渡りましょう。

●歩行者・自転車の方

●ドライバーの方
　減速・徐行・一旦停止の徹底外
　アイコンタクトや、この３点を心が
けて事故を防止しましょう外
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障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
へ
の

理
解
を
深
め
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ご
活
用
下
さ
い！

ご
活
用
下
さ
い！

返050・3101
・0928

724・2133辺辺
　福祉総務課問

辺辺

交
通
安
全
課　

７
２
４・
１
１
３
６
返
０
５
０・
３
１
６
０・
８
０
３
９

問

成
瀬
駅
周
辺
の
自
転
車
等

　
市
で
は
ỏ
２
０
１
６
年
度
か
ら

５
年
間
の
障
が
い
者
施
策
の
基
本

的
な
方
向
性
を
示
し
た
ủ
第
５
次

町
田
市
障
が
い
者
計
画
Ứ
を
策
定

し
ま
し
た
Ố

　
こ
の
計
画
は
ỏ
こ
れ
ま
で
市
が

大
切
に
し
て
き
た
ủ
命
の
価
値
に

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

問
住
宅
課
辺
７
２
４
・
４
２
６
９

返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
６
１
０
９

  
胸
部
エ
ỽ
ク
ス
線
健
診

　
次
に
該
当
す
る
方
は
ỏ
市
で
実

施
す
る
胸
部
エ
ỽ
ク
ス
線
健
診
を

受
け
ら
れ
ま
す
Ố

対
市
内
在
住
ỏ
在
勤
ỏ
在
学
の
　１６

歳
以
上
で
ỏ
健
診
受
診
希
望
日
の

前
後
１
年
間
ỏ
胸
部
エ
ỽ
ク
ス
線

検
査
を
受
け
る
機
会
が
な
い
方

日
４
月
　
日
火
ỏ
５
月
　
日
水
ỏ

１９

１１

　
日
水
ỏ
６
月
８
日
水
ỏ　
日
火
ỏ

２５

２１

い
ず
れ
も
午
前
９
時
　
分
Ỗ
　
時

３０

１１

※
７
Ỗ
　
月
は
第
１
水
曜
日
ỏ
第

１２

３
火
曜
日
に
実
施
Ố
２
０
１
７
年

１
Ỗ
３
月
は
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
Ố

場
町
田
市
保
健
所
中
町
庁
舎

定
各
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

２０

申
健
診
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
ỏ
電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ

ヤ
ルớ
辺
７
２
４
・
５
６
５
６
Ờへ
Ố

問
保
健
予
防
課
辺
７
２
２
・
７
６

３
６
返
７
２
２
・
３
２
４
９

  生
涯
学
習
セ
ン
タ
ồ
ま
つ
り

企
画
・
運
営
委
員

　
　
月
　
日
金
Ỗ
　
日
日
に
行
わ

１０

２１

２３

れ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ồ
利
用
団

体
の
発
表
会
ủ
第
５
回
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ồ
ま
つ
り
Ứ
の
企
画
・
運

健
康
案
内

検　
　
　

診

お
知
ら
せ

募　
　
　

集
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
Ố

対
５
月
中
旬
Ỗ
　
月
の
水
曜
日
夜

１１

間
に
開
催
す
る
企
画
・
運
営
委
員

会
ớ
月
２
Ỗ
３
回
程
度
Ờ
に
参
加

で
き
る
方

※
初
回
の
打
ち
合
わ
せ
は
ỏ
５
月

　
日
水
午
後
６
時
か
ら
で
す
Ố

１１場
同
セ
ン
タ
ồ

申
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
を
明
示
し
ỏ
直
接
ỏ
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
セ
ン
タ
ồớ
辺
７

２
８
・
０
０
７
１
返
７
２
８
・
０

０
７
３
Ờ
へ
Ố 

 南
町
田
拠
点
創
出
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ỻ
ク
ト

社
会
資
本
総
合
整
備
計
画

及
び
都
市
再
生
整
備
計
画

　
市
で
は
ỏ
新
た
な
に
ぎ
わ
い
と

交
流
を
創
出
す
る
拠
点
形
成
を
め

ざ
し
て
ỏ
南
町
田
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
Ố
　
市
と
東
急
電
鉄
は
ỏ
本
プ
ロ
ジ

ỻ
ク
ト
を
共
同
で
推
進
し
ỏ
都
市

基
盤
の
整
備
事
業
に
取
り
組
む
た

め
２
月
に
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
Ố
　
こ
の
た
び
事
業
の
実
施
に
当
た

り
ỏ
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
制
度
を
活
用
す
る
た
め
ỏ
市

は
ỏ
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画

ủ
南
町
田
駅
周
辺
に
お
け
る
副
次

核
と
し
て
の
魅
力
と
利
便
性
向

上
Ứ
及
び
都
市
再
生
整
備
計
画

ớ
南
町
田
駅
周
辺
地
区
Ờ
を
作
成

し
ま
し
た
Ố

※
詳
細
は
ỏ
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
Ố

問
都
市
政
策
課
辺
７
２
４
・
４
２

４
８
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
５

５
０
２

ご　

案　

内

優
劣
は
な
い
Ứ
と
い
う
考
え
を
引

き
継
ぎ
ỏủ
差
別
の
な
い
社
会
Ứ

ủ
障
壁
ớ
バ
リ
ア
Ờ
の
な
い
社
会
Ứ

ủ
共
に
生
き
ら
れ
る
社
会
Ứ
を
目

指
す
も
の
で
す
Ố
策
定
に
あ
た
ỳ

て
は
ỏ
障
害
者
権
利
条
約
の
ス
ロ

ồ
ガ
ン
ủ
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち

の
こ
と
を
決
め
な
い
で
Ứ
を
踏
ま

え
ỏ
障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
に
参

画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

　
市
で
は
ỏ
今
後
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
ỏ
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
展
開
し
ま
す
Ố

　
計
画
の
冊
子
は
ỏ
各
市
立
図
書

館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
ỏ
市
政
情

報
課
ớ
市
庁
舎
１
階
Ờ
で
１
０
０

円
で
販
売
し
ま
す
ớ
町
田
市
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
も

可
ỜỐ

※
音
声
読
み
上
げ
対
応
の
テ
キ
ス

ト
版
・
点
字
版
・
音
声
版
に
つ
い

て
は
ỏ
障
が
い
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
Ố

４
月
か
ら
障
害
者
差
別

４
月
か
ら
障
害
者
差
別
解解

消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
たた

　
こ
の
法
律
は
ỏ
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
差
別
を
な
く
し
ỏ
障
が
い

の
あ
る
方
と
な
い
方
が
共
に
生
き

ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
ỏ
行
政
機
関
等
や
民
間
事

業
者
に
は
ỏ
障
が
い
の
あ
る
人
に

対
す
る
ủ
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
Ứ
が
禁
止
さ
れ
ỏủ
合
理
的
配

慮
の
提
供
Ứ
が
求
め
ら
れ
ま
す

ớ
左
上
表
参
照
ỜỐ

○
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

　
正
当
な
理
由
が
な
く
ỏ
障
が
い

を
理
由
に
ỏ
サ
ồ
ビ
ス
の
提
供
を

拒
否
ỏ
制
限
し
た
り
ỏ
条
件
を
付

け
る
よ
う
な
行
為
で
す
Ố

○
合
理
的
配
慮
の
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か

の
配
慮
を
求
め
る
意
思
の
表
明
が

あ
ỳ
た
場
合
に
は
ỏ
負
担
に
な
り

過
ぎ
な
い
範
囲
で
ỏ
社
会
的
障
壁

を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
で
合
理

的
な
配
慮
を
行
う
こ
と
で
す
Ố

　
こ
の
法
律
の
施
行
を
受
け
ỏ
第

５
次
町
田
市
障
が
い
者
計
画
で

は
ỏ
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
や
合

理
的
配
慮
へ
の
理
解
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
ま
す
Ố

　
市
で
は
ỏ
増
加
傾
向
に
あ
る
空

家
へ
の
対
策
を
検
討
す
る
た
め
ỏ

昨
年
６
月
に
ủ
町
田
市
空
家
等
対

策
計
画
策
定
懇
談
会
Ứ
を
設
置

し
ỏủ
町
田
市
空
家
 ０
 計
画
ớ
空

ゼ
ロ

家
等
対
策
計
画
ỜỨ
の
策
定
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
Ố

　
こ
の
た
び
ỏ
更
な
る
空
家
対
策

を
推
進
す
る
た
め
ỏ
３
月
　
日
３１

に
ỏ
公
益
社
団
法
人
東
京
都
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
町
田
支
部
及
び

公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協

会
東
京
都
本
部
町
田
支
部
と
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
Ố

　
こ
れ
に
よ
り
ỏ
市
内
の
空
家
情

報
の
実
態
の
把
握
や
ỏ
不
動
産
事

業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
利
活
用
策
の
提
案
ỏ
相
談
会
の

実
施
に
よ
り
ỏ
空
家
の
所
有
者
の

意
向
に
応
じ
た
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
で
ỏ
不
動
産
の
流
通
促
進
を

図
り
ま
す
Ố

　
成
瀬
駅
北
口
路
上
自
転
車
駐
車

場
が
３
月
　
日
に
オ
ồ
プ
ン
し
ỏ

１４

自
転
車
の
駐
車
可
能
台
数
が
増
え

た
こ
と
か
ら
ỏ
北
口
周
辺
の
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
を
４
月
１
日

か
ら
拡
大
し
ま
し
た
Ố

　
今
後
は
ỏ
禁
止
区
域
内
に
自
転

車
等
を
放
置
す
る
と
ỏ
即
時
撤
去

の
対
象
と
な
り
ま
す
Ố
近
隣
の
自

転
車
等
駐
車
場
や
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
下
さ
い
Ố

ừ
ご
利
用
下
さ
い
Ỗ
成
瀬
駅
北
口

路
上
自
転
車
駐
車
場
Ử

利
用
料
金
１
０
０
円
ớ
Ａ
区
域
ử

８
時
間
ご
と
ỏ
Ｂ
・
Ｃ
区
域
ử
　２４

時
間
ご
と
Ờ

駐
車
台
数
Ａ
区
域
ử
　
台
ỏ
Ｂ
・

３７

Ｃ
区
域
ử
計
　
台
９３

至町田至町田

至
長
津
田

至
長
津
田

スーパー
マーケット
スーパー
マーケット

AA BB

CC

都立小川
高等学校
都立小川
高等学校

成瀬駅
ガード南
成瀬駅
ガード南

成瀬駅
ガード北
成瀬駅
ガード北

成瀬駅東成瀬駅東成瀬駅前成瀬駅前

南成瀬
中央公園
南成瀬
中央公園

南成瀬小南成瀬小

なるせ駅前
市民センター
なるせ駅前
市民センター
成瀬駅前
交番
成瀬駅前
交番

JR成瀬駅JR成瀬駅

成瀬駅北口
自転車駐車場
成瀬駅北口
自転車駐車場

Ａ～Ｃ
成瀬駅北口
路上駐車場

Ａ～Ｃ
成瀬駅北口
路上駐車場

拡大する
自転車等放置
禁止区域

拡大する
自転車等放置
禁止区域

成瀬が丘
ふれあい会館
成瀬が丘
ふれあい会館

成
瀬
駅
周
辺

自
転
車
等
放
置

禁
止
区
域

成
瀬
駅
周
辺

自
転
車
等
放
置

禁
止
区
域

成瀬駅南口
自転車駐車場
成瀬駅南口
自転車駐車場

現在の自転車等
放置禁止区域
現在の自転車等
放置禁止区域

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

右
か
らớ
公
社
Ờ全
日
本
不
動
産
協
会

東
京
都
本
部
町
田
支
部
長
・
田
代
氏
ỏ

石
阪
市
長
ỏớ
公
社
Ờ東
京
都
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
町
田
支
部
長
・
大
滝
氏

「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮の提供」の概要
具体例不当な差別的取扱い

・障がいがあるという理由だけ
で、正当な理由なく契約や参加
などを断る（スポーツクラブへ
の入会・店舗への入店・アパー
トの賃貸契約・地域の行事参加
など）。

禁止国の行政機関・地方
公共団体等

禁止
民間事業者（個人事
業者、NPO等の非
営利事業者を含む）

具体例合理的配慮の提供

・視覚障がいがある方に書類を
渡す際、内容を読み上げる。
・聴覚障がいがある方に、筆談
や手話等の視覚的情報で説明
する。
・車いすに乗っている方が段差
を越えようとしているので、介
助する。

行わなければ
なりません（法
的義務）

国の行政機関・地方
公共団体等

行うよう努め
なければなり
ません（努力義
務）

民間事業者（個人事
業者、NPO等の非
営利事業者を含む）

※一般の方に課せられる義務や罰則はありませんが、障がいを理由とす
る差別の解消にご協力下さい。
※差別で困ったとき等は、障がい福祉課へご相談下さい。

不
動
産
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

空
家
対
策
推
進
の
た
め

返050・ 3101・1653724・2136辺辺　障がい福祉課問

差別・障壁のない、
　共に生きられる社会を目指して
差別・障壁のない、
　共に生きられる社会を目指して

第５次町田市障がい者
計画を策定しました
第５次町田市障がい者
計画を策定しました

　
市
で
は
ỏ
障
が
い
の
あ
る
方
や

高
齢
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
ハ
ン
ド
ブ
ỽ
ク
を
作
成
し
て
い

ま
す
Ố

○
配
布
場
所
　
福
祉
総
務
課
ớ
市

庁
舎
７
階
Ờỏ
各
市
民
セ
ン
タ
ồ
ỏ

町
田
・
南
町
田
・
鶴
川
の
各
駅
前

連
絡
所
ỏ
木
曽
山
崎
・
玉
川
学
園

の
各
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
セ
ン
タ
ồ
ỏ

各
市
立
図
書
館
ỏ
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ồ
ỏ
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

他
心
の
バ
リ
ア
フ

心
の
バ
リ
ア
フ
リリ

ồ
ハ
ン
ド
ブ
ỽ

ồ
ハ
ン
ド
ブ
ỽ
クク

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
入
門
書

で
す
Ố
暮
ら
し
の
中
の
具
体
的
な

場
面
を
取
り
上
げ
ỏ
コ
ミ
ỿ
ニ
ケ

ồ
シ
ἀ
ン
や
手
助
け
の
方
法
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
Ố

情
報
バ
リ
ア
フ

情
報
バ
リ
ア
フ
リリ

ồ
ハ
ン
ド
ブ
ỽ

ồ
ハ
ン
ド
ブ
ỽ
クク

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
が

ど
の
よ
う
に
情
報
を
得
て
い
る
の

か
ỏ
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
困
ỳ
て

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
Ố
ま
た
ỏ
情
報
を
発
信
す
る
際

の
配
慮
ỏ
支
援
ツ
ồ
ル
な
ど
も
解

説
し
て
い
ま
す
Ố
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救
急
医
療
の
適
切
な
ご
利
用
を
! !

救
急
医
療
の
適
切
な
ご
利
用
を
! !

 東
京
都
子
育
て
支
援
員
研
修

受
講
者
募
集

　
保
育
や
子
育
て
支
援
分
野
の
各

事
業
に
従
事
す
る
う
え
で
ỏ
必
要

な
知
識
や
技
術
を
有
す
る
ủ
子
育

て
支
援
員
Ứ
養
成
研
修
ớ
地
域
保

育
コ
ồ
ス
ỏ
地
域
子
育
て
支
援
コ

ồ
ス
ỏ
放
課
後
児
童
支
援
コ
ồ

ス
ỏ
社
会
的
養
護
コ
ồ
ス
Ờ
で
す
Ố

対
市
内
在
住
ỏ
在
勤
の
今
後
子
育

て
支
援
員
と
し
て
就
業
す
る
意
欲

の
あ
る
方
等 ご　

案　

内

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
１１２１１２１１２

　
桜
の
季
節
が
過
ぎ
ỏ
こ
れ
か
ら

初
夏
に
向
か
い
花
木
も
に
ぎ
や
か

に
な
り
ま
す
Ố
子
ど
も
の
頃
ỏ
ま

ま
ご
と
遊
び
で
裏
山
か
ら
採
ỳ
て

き
て
遊
ん
だ
ỏ
あ
の
ἔ
じ
じ
ば
ば
ἕ

ử
シ
ỿ
ン
ラ
ン
が
今
年
も
咲
き
ま

し
た
Ố

　
野
の
鳥
た
ち
は
ỏ
そ
れ
ぞ
れ
繁

殖
の
時
季
に
な
り
ỏ
先
月
末
か
ら

は
南
か
ら
の
ツ
バ
メ
が
空
を
舞
ỳ

て
い
ま
す
Ố
そ
ろ
そ
ろ
ỏ
セ
ン
ダ

イ
ム
シ
ク
イ
も
や
ỳ
て
き
ま
す
Ố

冬
鳥
の
ツ
グ
ミ
や
シ
ロ
ハ
ラ
な
ど

は
ま
だ
残
ỳ
て
い
て
ỏ
こ
の
季
節

は
野
鳥
の
世
界
も
に
ぎ
や
か
で

す
Ố
　
さ
て
ỏ
今
月
の
　
日
に
ỏ
町
田

３０

地
区
の
子
ど
も
セ
ン
タ
ồ
が
オ
ồ

プ
ン
し
ま
す
ớ
本
紙
１
面
参
照
ỜỐ

子
ど
も
セ
ン
タ
ồ
は
ỏ
市
内
５
か

所
に
整
備
す
る
計
画
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
ỏ
今
回
の
子
ど
も
セ
ン

タ
ồ
が
５
か
所
目
に
な
り
ま
す
Ố

名
前
は
ỏủ
子
ど
も
セ
ン
タ
ồ
ま

あ
ち
Ứ
で
す
Ố
場
所
は
ỏ
中
町
の

小
田
急
線
の
線
路
脇
で
す
Ố

　
町
田
駅
に
も
比
較
的
近
い
と
い

う
特
性
を
生
か
し
て
ỏ
少
し
年
齢

の
高
い
中
高
生
の
利
用
も
想
定
し

て
い
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
子
育
て
中
の

両
親
ỏ
特
に
お
母
さ
ん
に
ỏ
一
息

つ
い
た
り
ỏ
ゆ
ỳ
た
り
と
し
た
時

間
を
持
ỳ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ỏ

し
つ
ら
え
に
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố
こ

れ
ま
で
の
子
ど
も
セ
ン
タ
ồ
よ
り

少
し
サ
イ
ズ
も
大
き
め
で
ỏ
子
ど

も
た
ち
に
も
き
ỳ
と
気
に
入
ỳ
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
Ố

　
今
年
度
の
予
算
で
は
ỏ
さ
ら

に
ỏ
小
型
の
児
童
館
と
し
て
ỏủ
子

ど
も
ク
ラ
ブ
Ứ
の
整
備
も
計
画
し

て
い
ま
す
Ố
こ
ち
ら
は
ỏ
木
曽
東

に
予
定
し
て
ỏ
今
年
は
建
築
設
計

を
し
ま
す
Ố

　
さ
ら
に
ỏ
同
じ
子
ど
も
向
け
の

施
策
で
す
が
ỏ
市
内
２
か
所
目
の

常
設
型
の
ủ
冒
険
遊
び
場
Ứ
が
オ

ồ
プ
ン
し
ま
し
た
Ố
鶴
川
第
三
小

学
校
の
隣
の
鶴
川
中
央
公
園
で
ỏ

先
月
末
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
ỏ
そ

れ
こ
そ
自
由
な
遊
び
ử
冒
険
遊
び

に
集
ま
ỳ
て
い
ま
す
Ố
土
の
斜
面

を
す
べ
ỳ
た
り
ỏ
ハ
ン
モ
ỽ
ク
に

乗
ỳ
た
り
ỏ
木
工
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
Ố

　ủ
 梁
  塵
  秘
  抄
 Ứ
に
ủ
遊
び
を
せ

り
Ỷ
う
 じ
ん
 ひ
 し
Ỷ
う

ん
と
や
生
ま
れ
け
む
Ứ
と
歌
わ
れ

る
子
ど
も
た
ち
に
ỏ
こ
の
町
の
子

ど
も
た
ち
に
ỏ
遊
び
の
場
を
提
供

し
ỏ
友
だ
ち
と
遊
ぶ
中
か
ら
大
切

な
こ
と
を
学
ん
で
い
ỳ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
Ố

3月27日にオープンした（仮称）鶴川冒険遊び場

階
け
や
き

※
詳
細
は
ỏ
町
田
市
介
護
人
材
開

発
セ
ン
タ
ồớ
辺
７
２
７
・
０
２

１
１
返
７
２
７
・
０
２
７
１
Ờ
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
Ố

問
い
き
い
き
総
務
課
辺
７
２
４
・

２
９
１
６
返
０
５
０
・
３
１
０
１

・
４
３
１
５

車
ご
と
出
店
で
き
る
外

ま
ち
エ
コ
・
�

フ
リ
ồ
マ
ồ
ケ
ỽ
ト

　
家
庭
で
不
用
に
な
ỳ
た
も
の
を

リ
ユ
ồ
ス
ớ
繰
り
返
し
使
う
Ờ
す

る
フ
リ
ồ
マ
ồ
ケ
ỽ
ト
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
Ố

日
５
月
１
日
日
午
前
　
時
Ỗ
午
後

１０

２
時
　
分
３０

場
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ

ồ
隣
接
地

費
１
０
０
０
円

申
４
月
　
日
か
ら
電
話
で
ま
ち
エ

１１

コ
フ
リ
マ
事
務
局
ớ
辺
０
５
０
・

３
４
５
０
・
５
５
５
５
Ờ
へ
Ốớ
一

財
Ờ
ま
ち
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
公

社
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
申
し
込
み
も

可
Ố

※
出
店
す
る
ほ
ど
品
物
数
が
な
い

方
を
対
象
に
ỏ
無
料
の
ủ
共
同
出

品
コ
ồ
ナ
ồ
Ứớ
１
人
　
点
以
内
ỏ

１０

衣
類
・
食
器
は
出
品
不
可
Ờ
を
設

申
ủ
子
育
て
支
援
員
研
修
受
講
申

込
書
Ứ
に
記
入
し
ỏ
５
月
９
日
ま

で
ớ
必
着
Ờ
に
簡
易
書
留
ớ
必
須
Ờ

で
ớ
公
財
Ờ
東
京
都
福
祉
保
健
財

団
人
材
養
成
部
福
祉
人
材
養
成
室

子
育
て
支
援
員
担
当
へ
Ố

※
詳
細
は
申
込
要
領
ớ
子
ど
も
総

務
課
ờ
市
庁
舎
２
階
Ở
で
配
布
ỏ

町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ồ
ド
も
可
Ờ
を
ご
覧
下
さ
い
Ố

同
財
団
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
ỏ
東
京
都

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
Ố

問
同
財
団
人
材
養
成
室
子
育
て
支

援
員
担
当
辺
　
・
３
３
４
４
・
８

０３

５
３
３
返
　
・
３
３
４
４
・
８
５

０３

９
３
ỏ
町
田
市
子
ど
も
総
務
課
辺

７
２
４
・
２
８
７
６
返
０
５
０
・

３
１
０
１
・
８
３
７
７

介
護
・
福
祉
の
し
ご
と

就
活
フ
ỻ
ア
　
町
田

ｉｎ

　
市
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
・
介

護
保
険
事
業
所
の
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
Ố

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
Ố

対
就
職
を
希
望
す
る
専
門
学
校
生

・
大
学
生
ỏ
卒
業
後
３
年
以
内
の

既
卒
者
ỏ
保
護
者

日
５
月
　
日
土
午
後
１
時
Ỗ
４
時

１４

　
分
３０場

町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ồ
５

公開している会議　傍聴のご案内
申し込み定　員会　場日　時会議名

電話で都市政
策課（辺724・
4247）へ

10人
（申し込み順）

市庁舎3
階第1委
員 会 室
（予定）

4月18日
月午後2
時30分
から

町田市都
市計画審
議会

電話で交通事
業推進課（辺
724・4260）
へ

5人程度
（申し込み順）

市庁舎2
階 会 議
室2−2

4月22日
金午後1
時30分
から

町田市地
域公共交
通会議

け
ま
す
Ố
詳
細
は
同
公
社
ớ
辺
７

９
７
・
９
６
１
７
Ờ
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
Ố

問
３
Ｒ
推
進
課
辺
７
９
７
・
０
５

３
０
返
７
９
７
・
５
３
７
４

町
田
市
鶴
川
緑
の
交
流
館
・
町
田

市
フ
Ỽ
ト
サ
ロ
ン

指
定
管
理
者

　
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
管
理
運

営
で
き
る
指
定
管
理
者
ớ
団
体
Ờ

を
募
集
し
ま
す
Ố

※
募
集
要
項
は
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ

ồ
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
で
き
ま

す
Ố

対
象
施
設
①
町
田
市
鶴
川
緑
の
交

流
館
ớ
施
設
名
ử
和
光
大
学
ポ
プ

リ
ホ
ồ
ル
鶴
川
Ờ
②
町
田
市
フ
Ỽ

ト
サ
ロ
ン

期
間
２
０
１
７
年
４
月
１
日
Ỗ
２

０
２
２
年
３
月
　
日
ớ
５
年
間
Ờ

３１

ừ
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
Ử

　
応
募
に
は
ỏ
説
明
会
の
参
加
が

必
須
と
な
り
ま
す
Ố

日
①
４
月
　
日
月
②
４
月
　
日

２５

２６

火
ỏ
い
ず
れ
も
午
後
２
時
Ỗ
４
時

場
①
町
田
市
鶴
川
緑
の
交
流
館
②

市
庁
舎

申
募
集
要
項
の
応
募
書
類
様
式
１

に
記
入
し
ỏ
４
月
　
日
Ỗ
　
日
に

１１

２２

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ồ
ル
で
文
化

振
興
課
ớ
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
５
４
遍mcity2380@

ci

 
         
  t  

y.machida.tokyo.j

                 p  Ờ
へ
Ố

問
文
化
振
興
課
辺
７
２
４
・
２
１

８
４地

域
介
護
予
防
教
室

ừ
は
つ
ら
つ
健
康
教
室
Ỗ
い
つ
ま

で
も
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
Ử

　
シ
ニ
ア
向
け
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

体
験
し
ỏ
栄
養
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
ỏ
地
域
の
仲
間
作
り
を
行
い

ま
す
Ố

対
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
ỏ
鶴
川

６５

第
１
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ồ
担
当

地
域
ớ
大
蔵
町
ỏ
小
野
路
町
ỏ
金

井
ỏ
金
井
町
ỏ
野
津
田
町
ỏ
薬
師

台
Ờ
に
お
住
ま
い
で
ỏ
原
則
全
回

参
加
で
き
る
方

日
５
月
　
日
Ỗ
６
月
　
日
の
毎
週

１２

３０

木
曜
日
ỏ
午
後
１
時
　
分
Ỗ
３
時

３０

　
分
ỏ
全
８
回

３０場
大
蔵
会
館
ớ
大
蔵
町
Ờ

講
ダ
イ
ヤ
ビ
ỽ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ồ
ỏ
管
理
栄
養
士

定
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

２０
申
４
月
　
日
か
ら
電
話
で
鶴
川
第

１１

１
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ồ
へ
Ố

問
当
日
に
つ
い
て
ử
鶴
川
第
１
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ồ
辺
７
３
６
・

６
９
２
７
ỏ
教
室
全
般
に
関
す
る

こ
と
ử
町
田
市
高
齢
者
福
祉
課
辺

７
２
４
・
２
１
４
６
返
０
５
０
・

３
１
０
１
・
６
１
８
０

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
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問財政課辺724・2149
　返050・3085・5303

2016年度予算選ばれる町田への挑戦
　市の予算は、市民の皆さんに納めていただいた税金などの収入を生かして、市がどのような事業を行っていくかを表す
ものです。2016年度にどのような事業やサービスを行うのか、予算の概要をお知らせします。

　2016年度予算は、国の積極的な経済対策等により、景気の回
復基調が見られる一方で、実体経済はいまだ低迷が続いており、
依然として厳しい財政状況が続く中での予算編成となりました。
　予算編成にあたっては、町田市基本計画である「まちだ未来づ
くりプラン」とその実行計画である「新5ヵ年計画」の最終年度
として、その進捗状況と今後の見通しを確認し、目標達成に向け
た取り組みの着実な推進を目指しました。
　「まちだ未来づくりプラン」に定めた4つの「まちづくり基本目
標」を達成するために、「新5ヵ年計画」に位置づけられた重点事
業を中心に取り組みます。
　また、「まちだ未来づくりプラン」の推進において先導的な役割
を果たす5つの「未来づくりプロジェクト」を重要な取り組みと
して推進します。

４つの「まちづくり基本目標」

Ⅰ 将来を担う人が育つまちをつくる

Ⅲ 賑わいのあるまちをつくる

Ⅳ 暮らしやすいまちをつくる

Ⅱ 安心して生活できるまちをつくる

eco

　市の行政サービスの大部分を経理するお財布（一般会計）のほかに、特定の目的を持った
事業の収支を切り分けて経理するお財布（特別会計）が5つあります。
　特別会計の下水道事業会計の予算額は、汚水処理施設の増設工事などに伴い増加しました。

2016年度予算の全体像

　歳出では、民間保育所等の施設型給付事業費が8億4000万円、障がい者サービス給付事業費が6億
1000万円などの増加があったものの、鶴川第一小学校改築事業費が16億4000万円、小・中学校防
災機能強化事業費が6億3000万円減少したことなどにより、対前年度比1.8％の減少となりました。

一般会計の
歳入歳出の内訳

【2015年度予算】

【2016年度予算】

1428億3030万円1428億3030万円 520億8127万円520億8127万円 290億
8142万円
290億
8142万円

159億
1350万円
159億
1350万円

116億91万円 93億3785万円

一般会計
1402億2654万円

一般会計
1402億2654万円

国民健康保険事業会計
514億9941万円

国民健康保険事業会計
514億9941万円

介護保険
事業会計
308億
8036万円

介護保険
事業会計
308億
8036万円

病院
事業会計
166億
6772万円

病院
事業会計
166億
6772万円

下水道事業会計
135億6220万円

後期高齢者
医療事業会計
96億5839万円

 総額 2624億9461万円（対前年度比+0.6％）

市税
673億
2849万円

市税
673億
2849万円

国庫支出金
261億
4834万円

国庫支出金
261億
4834万円

都支出金
180億
2613万円

都支出金
180億
2613万円

市債
56億
1150万円

市債
56億
1150万円

繰入金
33億6221万円
繰入金
33億6221万円

使用料及び手数料
32億4786万円
使用料及び手数料
32億4786万円

その他
165億
202万円

その他
165億
202万円

歳入 目的別
歳出

性質別
歳出

医療・生活
支援のため
755億
1765万円

医療・生活
支援のため
755億
1765万円 扶助費

480億
9381万円

扶助費
480億
9381万円

公債費
63億3682万円

公債費
63億3682万円

投資的経費
99億3395万円
投資的経費

99億3395万円

物件費
215億
8313万円

物件費
215億
8313万円

補助費等
120億
4676万円

補助費等
120億
4676万円

繰出金
175億
1043万円

繰出金
175億
1043万円

人件費
230億
5710万円

人件費
230億
5710万円

その他
16億6453万円
その他
16億6453万円

市政運営のため
144億8726万円
市政運営のため
144億8726万円

保健衛生・環境のため
127億7711万円
保健衛生・環境のため
127億7711万円

教育のため
123億1380万円
教育のため
123億1380万円

道路・公園等
整備のため
114億1206万円

道路・公園等
整備のため
114億1206万円

市債返済のため
63億3682万円
市債返済のため
63億3682万円

消防・防災のため
53億7214万円
消防・防災のため
53億7214万円 その他（議会・産業

振興などのため）
20億970万円

その他（議会・産業
振興などのため）
20億970万円

予算特集

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。
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市民一人あたり
予算額

32万 8448円
（前年度比－6325円）

市政の運営のため
3万3933円

（前年度比－2319円）

市政の運営のため
3万3933円

（前年度比－2319円）

子どもや障がい者、
高齢者などの

医療・生活支援のため

子どもや障がい者、
高齢者などの

医療・生活支援のため

17万6882円
（前年度比+3636円）
17万6882円

（前年度比+3636円）

道路や公園、
区画整理などの

ため

道路や公園、
区画整理などの

ため

小・中学校や
文化、スポーツ
など教育のため

小・中学校や
文化、スポーツ
など教育のため

市民の健康や
よりよい生活
環境のため

市民の健康や
よりよい生活
環境のため

消防・
防災のため
消防・

防災のため
市債の

返済のため
市債の

返済のため

その他その他

2万6730円
（前年度比－1079円）
2万6730円

（前年度比－1079円）
2万8842円

（前年度比－6180円）
2万8842円

（前年度比－6180円）

2万9927円2万9927円

1万2583円1万2583円 1万4843円1万4843円

4707円4707円

2016年度の主な事業と予算額2016年度の主な事業と予算額 ～選ばれる町田への挑戦

eco

Ⅰ将来を担う人が育つまちをつくる

Ⅲ賑わいのあるまちをつくる Ⅳ暮らしやすいまちをつくる

Ⅱ安心して生活できるまちをつくる
子ども・子育て支援新制度　幼児期の教育や保育、地域のさまざまな子
育て支援の量の拡充や質の向上を進め、保育所の待機児童を減らし、子
育てしやすい、働きやすい社会を実現 108億4088万円
出産・子育てしっかりサポート事業　妊娠期の相談支援体制を強化し、
就学期までの切れ目ないサポートを実現 7690万円
待機児童解消対策事業　民間保育所や認定こども園等の整備（計7園）を
支援 6億4825万円
子どもクラブ整備事業　子どもクラブ（町田第三中学校区）の設計
 1714万円
学童保育クラブ整備事業　三輪小学校及び小山田南小学校区の学童保育
クラブの移設（2017年4月利用開始予定） 1億9092万円
鶴川第一小学校改築事業　鶴川第一小学校の給食棟改築工事及び旧校舎
棟等解体工事（1年度目）（2016年4月から校舎棟使用開始）
 2億4946万円
町田第一中学校改築事業　町田第一中学校改築の設計 8460万円
中学校施設防音事業　南中学校の防音工事 5億1119万円
小・中学校屋内環境整備事業　小学校4校・中学校2校のトイレ改修工事、
中学校特別教室への空調設備設置の設計 7億3305万円

町田薬師池公園四季彩の杜整備事業　薬師池公園四季彩の杜整備のた
めの用地取得等 3億2787万円
中心市街地整備事業　中心市街地重点検討地区の整備検討及び土地利用
制度の導入を検討 2077万円
高ヶ坂縄文時代遺跡公園整備事業 　高ヶ坂縄文時代遺跡の整備（2017
年4月開園予定） 3503万円
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会
キャンプ地招致・文化プログラム推進事業　「町田市オリンピック・パ
ラリンピック等キャンプ地招致推進市民会議」の開催や気運醸成活動、文
化プログラム推進計画の策定 1326万円
外国人観光客等受入推進事業　町田市に多くの外国人観光客を誘客す
るための受け入れ環境を整備 300万円
野津田公園スポーツの森整備事業　第二次野津田公園整備基本計画に
基づく用地取得等 4億2770万円
地域学校開放推進事業　地域スポーツクラブの拠点となるクラブハウス
の設計 387万円
小野路球場夜間照明施設整備事業　スポーツを「する」機会と「観る」機
会を提供するため、夜間照明を整備（2017年4月利用開始予定）
 6億9730万円
にぎわい空間創出推進事業（町田シバヒロ）　市庁舎跡地を芝生広場と
して活用し、イベント開催や一般開放をすることで、新たなにぎわいを
創出 4426万円
シティプロモーション事業　市の魅力を明確化し、市内外に戦略的かつ
継続的に情報を発信する「『まちだ自慢』推進計画」を実行 3658万円

　未来づくりプロジェクトは、町田市の都市の魅力を高めるため、町田市が
持つ強みと、市民生活をより充実させるための要素を結び、10年を超える
長期的な視点に立って進める取り組みです。町田市基本計画「まちだ未来づ
くりプラン」の推進において先導的な役割を果たす５つのプロジェクトで構
成されています。
　プロジェクトの主な事業は以下をご覧下さい（事業名一部再掲）。

1. 地域社会づくりを基本とするまちづくりプロジェクト 5億4660万円
市民協働・地区協議会支援事業、成瀬コミュニティセンター建替事業、玉川
学園コミュニティセンター整備事業

※各枠内に示した事業は、「新５ヵ年計画」に位置づけられた重点事業及びそれに類
する事業です。
※複数年度にわたる事業についても、2016年度の予算額のみ掲載しています。
※各事業の詳細は、冊子「平成28年度（2016年度）予算概要」でお知らせしています。
冊子は市政情報課（市庁舎1階）、各市立図書館及び町田市ホームページでご覧いた
だけます。

南町田駅周辺地区拠点整備事業　南町田駅周辺の土地区画整理事業、
自由通路の設計、南町田駅北口の広場築造工事を実施 5億1500万円
循環型施設整備事業　循環型社会の形成に向け、ごみの資源化施設を整備
 2億6611万円
都市計画道路整備事業　円滑に移動できる道路網を実現するため、都市
計画道路を整備 7億9907万円
忠生579号線・忠生630号線新設改良事業　円滑な通行のため、都市
計画道路と生活道路を結ぶ準幹線道路を整備 6047万円
多摩都市モノレール延伸促進事業　多摩都市モノレールの延伸事業実
施に向けた調査及び測量 4244万円
多摩境駅エレベーター設置事業　バリアフリー基本構想に基づき、多
摩境駅にエレベーターを整備 8100万円
公共施設等マネジメント事業　公共施設等の総合的かつ計画的な管理
を実施するための実行計画を策定 1036万円
小田急多摩線延伸促進事業　小田急多摩線の延伸事業実施に向けた調査
を相模原市と共同で実施 1000万円
相原駅周辺街づくり事業　相原駅西口・東口の土地利用の検討
 637万円
鶴川駅周辺街づくり事業　鶴川駅北口広場の再編や南口の土地区画整理
事業など具体的な整備内容の検討 1373万円
小山田周辺まちづくり事業　鉄道延伸計画に伴う新駅構想等を踏まえ、
小山田周辺まちづくり整備方針策定に向けた検討を実施 540万円
団地再生推進事業　団地再生推進の取り組みを実施 292万円
北部丘陵整備事業　北部丘陵の農道整備及び里山維持保全 3417万円
地球温暖化防止対策事業　燃料電池自動車の購入や水素ステーションの
誘致検討、太陽光発電システム等自然エネルギー利用機器等の設置補助
 1167万円
境川クリーンセンター改修事業　旧施設の解体に伴う境川クリーンセ
ンターの改修 2億1567万円

緊急輸送道路沿道建築物耐震化促進事業　「緊急輸送道路」の沿道建築
物の耐震化を促進 1億7939万円
住宅耐震促進事業　木造住宅や分譲マンションの耐震診断等を支援
 7191万円
防災行政無線デジタル化事業　既存の防災行政無線の順次デジタル化
と子局の増設 3億8773万円
汚水管渠

きょ

地震対策事業（下水道事業会計） 　汚水管の耐震化、避難施設
にマンホールトイレシステムを整備 4億5000万円
雨水管渠

きょ

整備事業（下水道事業会計）　浸水被害を軽減するため、雨水
管を整備 12億2300万円
成瀬コミュニティセンター建替事業　成瀬コミュニティセンターの建
替・改修（2016年7月開館予定） 4億2533万円
玉川学園コミュニティセンター整備事業　玉川学園コミュニティセンターの
設計、用地購入及びペデストリアンデッキ整備の設計、測量 1億990万円
重度障がい者通所施設整備事業　医療的ケアを必要とする重度障がい者が子
どもから大人まで一貫して通所できる、多機能型施設を整備 8億9954万円
臨時福祉給付金等支給事業　臨時福祉給付金及び障害・遺族基礎年金等受
給者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）の支給 4億9735万円
（仮称）戦没者合同慰霊塔会館整備事業　戦没者合同慰霊塔の近くに建
設する（仮称）戦没者合同慰霊塔会館の設計 600万円

新公会計制度を活用した予算編成について

まちだの台所事情 ― 貯金（基金積立金）と借金（市債）はどれくらいあるの？―

市民一人あたりに換算すると・・・

　町田市は、2012年4月から市区町村としては全国で初めて、日常の会計処理の中で複式簿記を行う新公会計制度を導入しました。2015
年8月に公表した「平成26年度（2014年度）町田市課別・事業別行政評価シート」では、事業の有効性・効率性の検証により、さまざまな
マネジメント上の課題を明らかにしました。2016年度予算の編成にあたっては、明らかになったこれらの課題を解決できるように、予算
編成に反映させました。

　「平成26年度（2014年度）町田市課別・事業別行政評価シート」で明らかになっ
た課題を、2016年度予算に反映させることができた件数・金額は以下のとおりです。

　新公会計制度の活用により町田市が取り組むべき課題を明らかにし、
その解決につながるように予算へ反映させました。
　町田市では、このようなPDCAサイクルを意識した“評価から計画へ”
つながる取り組みを進めることによって、市民サービスの向上を図ります。
　今後も積極的に新公会計制度を予算編成に活用します！

基金積立金（貯金）の状況
　基金積立金は、家計にたとえると貯金にあたるものです。
　「財政調整基金」では、災害復旧など臨時の支出や経済事情の変動な
どで収入（歳入）が足りない時に取り崩し、逆にお金が余った時には、
貯金（積立）して年度間の財源を調整しています。
　2016年度末現在高見込額は、2015年度末と比較して28億5500万
円の減少となりますが、今後、2015年度の剰余金などを積み立ててい
くことで、現在高を確保していきます。

市債（借金）の状況
　市債とは、家計にたとえるとローンにあたるものです。
　公共施設などをつくるために必要となる多額の資金を「長期ロー
ン」として借り、将来利用する市民との費用負担を公平にしていま
す。ただし、借金であることに変わりはないので、借り入れには十
分気をつけています。また、一般会計の市債は市税をもとに、特別
会計の市債は医療収益や下水道使用料をもとに返済していきます。

市民一人あたり予算の使い道 　2016年度一般会計予算額を、2016年1月1日現在の町田市の
人口（42万6937人）で割って算出しました。

　市民一人あたりの予算額32万8448円
のうち、市税はどのくらい負担している
のですか？

　市民一人あたりの予算額に対する市税負担
額は15万7701円で、ほぼ半分を占めていま
す。
　残りの半分は、国・都支出金（国や東京都か
ら交付される補助金など）10万3468円や、市
債（借金）1万3144円、基金（貯金）の取り崩
し7875円などによって賄われています。

※前年度比1000円以上の増減があったところのみ、前年度比を掲載しています。

※その他特定目的基金：あらかじめ使い道を決めて積み立てや取り崩しをする基金で、公共施設
整備等基金、福祉基金、緑地保全基金、職員退職手当基金、介護保険給付費準備基金、廃棄物減
量再資源化等推進整備基金、まちだ未来づくり基金があります。

※人口：42万6937人（2016年1月1日現在）

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

財政調整基金の残高
(2016年度末見込）

6239円

ローンの残高
(2016年度末見込）

32万2825円

2. 町田駅周辺の魅力を向上させるプロジェクト 6503万円
中心市街地整備事業、にぎわい空間創出推進事業（町田シバヒロ）
3. 団地再生に向けたプロジェクト 292万円
団地再生推進事業
4. みどりを活用したまちづくりを推進するプロジェクト 3億6204万円
町田薬師池公園四季彩の杜整備事業、北部丘陵整備事業
5. 基幹交通機能を強化するプロジェクト 7694万円
路線バス利用促進事業、多摩都市モノレール延伸促進事業、小田急多摩線延
伸促進事業

未来づくりプロジェクトとは

PLAN
（計画）

ACTION
（改善）

DO
（実行）

CHECK
（評価）

予算編成に反映

課題解決方法
の検討

成果を達成できる
ように業務を実施

「課別・事業別
行政評価シート」

でマネジメント上の
課題を明らかにする　

No 予算反映させた取り組み 件　数 金　額

1 成果向上に向けた取り組みの強化 51件 22億 831万円

2 行政運営の見直し 31件 －1億2831万円

3 歳入確保 8件 5億9749万円

区　分 2015年度末現在高
見込額

2016年度中増減見込額
2016年度末現在高

見込額当初予算
積立見込額

当初予算
取崩見込額

財政調整基金 55億1872万円 48万円 28億5548万円 26億6373万円
その他特定目的
基金※ 67億5499万円 4億6130万円 7億 673万円 65億 956万円

合　計 122億7372万円 4億6178万円 35億6221万円 91億7329万円

会計区分 2015年度末現在高
見込額

2016年度中増減見込額 2016年度末現在高
見込額起債見込額 元金償還見込額

一般会計 751億1527万円 56億1150万円 55億4868万円 751億7810万円
下水道事業会計 494億 482万円 40億2310万円 27億9183万円 506億3610万円
病院事業会計 126億7195万円 － 6億6006万円 120億1189万円
合　計 1371億9204万円 96億3460万円 90億 　56万円 1378億2608万円

0

200

400

600

800

1000

1200

1400
億円

2012 2013 2014 2015（見込）2016（見込）

718 714 738 751 752

667 653 633 621 626

1384 1367 1372 1372 1378

年度
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曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
障害者（児）のための各種福祉手当一覧 2016年4月1日現在

手当額（月額）対　象手当の種類

障害等級1級＝5万
1500円、障害等級2
級＝3万4300円 （2
016年3月分までは
1級＝5万1100円、
2級＝3万4030円）

①～③のいずれかに該当する20歳未満の児童を扶養し
ている方　①身体障害者手帳＝1～3級程度②愛の手帳
＝1～3度程度③日常生活に著しい制限を受ける程度の
障がい、精神障がいがある　※児童が施設に入所中、障
がいを理由とする年金を受給中、保護者・配偶者・扶養
義務者の所得が一定額以上の場合は除きます。

特別児童
扶養手当

2万6830円
（2016年3月分まで
は2万6620円）

①②のいずれかに該当する20歳以上の方　①身体障害
者手帳＝1・2級程度及び愛の手帳＝1・2度程度の障が
いが重複している（重複していない方でも該当する場合
が有り）②常時特別な介護を必要とする状態にある障が
い・精神障がいがある　※施設入所者、3か月を超えて
継続して入院中の方、本人・配偶者・扶養義務者の所得
が一定額以上の方は除きます。

特別障害
者手当

1万4600円
（2016年3月分まで
は1万4480円）

①～③のいずれかに該当する20歳未満の方　①身体障
害者手帳＝1・2級程度②愛の手帳＝1・2度程度③常時
介護を必要とする状態にある障がい・精神障がいがある
※施設入所者、障がいを理由とする年金を受給中、本人・
配偶者・扶養義務者の所得が一定額以上の方は除きます。

障害児福
祉手当

1万5500円

①～④のいずれかに該当する20歳以上65歳未満の方　
①身体障害者手帳＝1･2級②愛の手帳＝1～3度③脳性
マヒ④進行性筋萎縮症　※施設入所者、所得が一定額以
上の方は除きます。精神障害者保健福祉手帳は対象に
なりません。

心身障害
者福祉手
当

6万円

①～③のいずれかに該当する、常時複雑な介護が必要な
65歳未満の方　①重度の知的障がいで、常時著しい精
神症状がある②重度の知的障がいと重度の身体障がい
がある③重度の肢体不自由者で、両上肢及び両下肢の機
能が失われ座っているのが困難　※施設入所者、3か月
を超えて継続して入院中の方、所得が一定額以上の方は
除きます。

重度心身
障害者手
当

〇扶養義務者＝申請者と同居している父母、祖父母、子、兄弟姉妹、孫等
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福
祉
課
辺
７
２

４
・
２
１
４
６
返
０
５
０
・
３
１

０
１
・
６
１
８
０

ロ
コ
モ
予
防
外

歩
く
力
測
定
会

対
市
内
在
住
の
運
動
に
支
障
の
な

い
　
歳
以
上
の
方

６５
日
５
月
　
日
水
午
後
２
時
Ỗ
４
時

１８

場
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

内
立
つ
・
歩
く
・
の
ぼ
る
等
の
移

動
に
必
要
な
バ
ラ
ン
ス
能
力
や
筋

力
を
測
定

講
健
康
運
動
指
導
士
・
柴
田
智
氏

定
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

３２
申
４
月
　
日
午
前
９
時
Ỗ
５
月
　

１８

１０

日
午
後
５
時
に
電
話
で
町
田
第
１

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ồ
へ
Ố

問
当
日
に
つ
い
て
ử
町
田
第
１
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ồ
辺
７
２
８
・

９
２
１
５
ỏ
測
定
会
全
般
に
関
す

る
こ
と
ử
町
田
市
高
齢
者
福
祉
課

辺
７
２
４
・
２
１
４
６
返
０
５
０

・
３
１
０
１
・
６
１
８
０

小
学
校
入
学
の
お
祝
い
に

図
書
館
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
外

　
各
市
立
図
書
館
で
登
録
ớ
利
用

券
発
行
Ờ
し
た
新
入
学
の
お
子
さ

ん
に
ỏ
カ
ồ
ド
ケ
ồ
ス
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
Ố

　ủ
と
し
Ỷ
か
ん
１
ね
ん
せ
い
・

ひ
き
か
え
け
ん
Ứớ
市
立
小
学
校

で
配
布
ỏ
各
市
立
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ồ
で
も
配
布
Ờ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
ỏ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
図

書
館
へ
提
出
し
て
下
さ
い
Ố

対
市
内
在
住
の
小
学
１
年
生

場
各
市
立
図
書
館

問
中
央
図
書
館
辺
７
２
８
・
８
２

２
０
返
７
２
９
・
６
１
６
０
ỏ
ま

た
は
各
市
立
図
書
館

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ồ
Ỗ
障
が
い
者

青
年
学
級
ớ
土
曜
学
級
Ờ

新
入
学
級
生
募
集

対
市
内
在
住
で
知
的
障
が
い
の
あ

る
　
歳
以
上
の
方
ớ
特
別
支
援
学

１８
校
等
の
生
徒
は
除
く
Ờ

日
原
則
第
２
・
４
土
曜
日
ỏ
午
前

　
時
Ỗ
午
後
４
時

１０場
同
セ
ン
タ
ồ

内
ủ
生
き
る
力
・
働
く
力
の
獲
得
Ứ

を
目
的
に
ỏ
劇
や
音
楽
そ
の
他
創

作
活
動
ỏ
料
理
ỏ
合
宿
等

定
若
干
名

※
応
募
多
数
の
場
合
ỏ
４
月
　
日
３０

午
前
に
抽
選
会
を
行
い
ま
す
の

で
ỏ
出
席
し
て
下
さ
い
Ố

申
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
応
募
動
機
を
明
記
し
ỏ
４
月

　
日
ま
で
ớ
消
印
有
効
Ờ
に
ỏ
封

２２書
で
同
セ
ン
タ
ồớ
〒
　
Ổ
０
０

１９４

１
３
ỏ
原
町
田
６
Ổ
８
Ổ
１
Ờ
へ
Ố

問
同
セ
ン
タ
ồ
辺
７
２
８
・
０
０

７
１
返
７
２
８
・
０
０
７
３

小
・
中
学
校
で
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
詳
細
は
ỏ
４
月
に
学
校
で
配
布

さ
れ
る
就
学
援
助
費
・
就
学
奨
励

費
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
下
さ
い
Ố

　
ま
た
ỏ
市
内
在
住
で
町
田
市
立

以
外
の
小
・
中
学
校ớ
義
務
教
育
学

校
前
期
・
後
期
課
程
及
び
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
Ờ
に

　
環
境
に
良
い
行
動
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
情
報
を
紹
介
す
る
環
境
広
報

紙
ủ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ま
ち
だ
Ứ
は
ỏ
市
内

全
域
に
新
聞
折
り
込
み
を
中
心
に

配
布
し
て
い
ま
す
Ố

対
市
内
ま
た
は
近
隣
市
に
事
業
所

を
有
す
る
事
業
主
の
方

※
掲
載
で
き
る
広
告
の
制
限
等
が

あ
り
ま
す
Ố

発
行
部
数
各
号
　
万
５
０
０
０
部

１３

ớ
年
４
回
発
行
Ờ

費
１
枠
４
万
円
ớ
縦
４
・
２
㎝
×

横
　
㎝
Ờ

１１
在
籍
の
方
の
就
学
援
助
費
に
つ
い

て
は
学
務
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
Ố

ừ
就
学
援
助
費
Ử

対
①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
世
帯
全
員
の
２
０
１
５
年
中
の

合
計
所
得
の
合
算
が
一
定
の
基
準

額
を
超
え
な
い
方

内
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
・
修

学
旅
行
費
・
給
食
費
等
の
援
助

※
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
ỏ
給

食
費
な
ど
一
部
の
費
目
の
み
の
支

給
と
な
り
ま
す
Ố
他
の
費
目
に
つ

い
て
は
ỏ
住
民
登
録
地
の
教
育
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
Ố

ừ
就
学
奨
励
費
Ử

対
町
田
市
立
小
・
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者

内
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
・
修

学
旅
行
費
・
給
食
費
・
宿
泊
訓
練

費
等
の
援
助
ớ
世
帯
の
所
得
に
よ

り
異
な
る
Ờ

※
通
級
指
導
学
級
在
籍
の
方
に

掲
載
号
７
月
１
日
号
ỏ　
月
１
日

１０

号
ỏ
２
０
１
７
年
１
月
　
日
号
ỏ

１１

４
月
１
日
号

募
集
数
各
号
２
枠

※
市
内
事
業
者
を
優
先
の
う
え
ỏ

抽
選
し
ま
す
Ố

募
集
期
間
５
月
　
日
金
ま
で

１３

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
Ố

問
環
境
政
策
課
辺
７
２
４
・
４
３

７
９
返
０
５
０
・
３
１
６
０
・
２

７
５
８

　
左
表
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に

は
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
Ố
既
に
受
給
中
の
方
の
手

続
き
は
不
要
で
す
Ố
最
近
転
入

し
ỏ
前
住
所
地
で
手
当
を
受
け
て

は
ỏ
通
級
費
の
み
を
支
給
し
ま

す
Ố
申
請
書
は
ỏ
通
級
指
導
学
級

担
任
へ
提
出
し
て
下
さ
い
Ố

◇

申
５
月
２
日
ま
で
に
直
接
学
校
ま

た
は
学
務
課
ớ
市
庁
舎
　
階
ỏ
郵

１０

送
も
可
ỏ
５
月
２
日
消
印
有
効
Ờ

へ
Ố

※
５
月
３
日
以
降
も
申
請
で
き
ま

す
が
ỏ
認
定
月
が
変
わ
り
ま
す
Ố

問
学
務
課
辺
７
２
４
・
２
１
７
６

返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７
９
９

６開
催
し
ま
す
Ỗ
小
山
地
域
の

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

　
サ
レ
ジ
オ
工
業
高
等
専
門
学
校

の
協
力
の
も
と
ỏ
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
を
開
催
し
ま
す
Ố

※
対
象
品
目
を
お
持
ち
の
う
え
ỏ

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
Ố

日
４
月
　
日
土
午
前
　
時
Ỗ
午
後

１６

１０

２
時
　
分
３０

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

場
サ
レ
ジ
オ
工
業
高
等
専
門
学
校

内
サ
レ
ジ
ア
ン
モ
ồ
ル
ớ
小
山
ἃ

丘
４
Ổ
６
Ổ
８
Ờ

対
象
品
目
陶
磁
器
・
ガ
ラ
ス
食

器
ỏ
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
家
庭
金

物
ỏ
ビ
デ
オ
テ
ồ
プ
ỏ
廃
食
用
油
ỏ

ヨ
ồ
グ
ル
ト
な
ど
の
紙
容
器
ỏ
洗

剤
の
計
量
ス
プ
ồ
ン
ỏ
ペ
ỽ
ト
ボ

ト
ル
の
ふ
た
ỏ
パ
ン
袋
の
留
め

具
ỏ
イ
ン
ク
カ
ồ
ト
リ
ỽ
ジ
ỏ
小

型
家
電

問
３
Ｒ
推
進
課
辺
７
９
７
・
０
５

３
０
返
７
９
７
・
５
３
７
４

町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ồ
Ỗ
創

業
・
起
業
に
関
す
る

な
ん
で
も
相
談
会

　
経
験
豊
富
な
専
門
家
が
あ
な
た

の
起
業
を
サ
ポ
ồ
ト
し
ま
す
Ố

日
５
月
　
日
水
ỏ　
日
火
ỏ　
日

１１

１７

２３

月
ỏ　
日
火
ỏ
い
ず
れ
も
午
後
１

３１

時
Ỗ
５
時

※
相
談
時
間
は
１
人
１
時
間
で
す

ớ
要
予
約
ỜỐ

場
同
セ
ン
タ
ồ

申
電
話
で
同
セ
ン
タ
ồ
へ
ớ
同
セ

ン
タ
ồ
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
申
し
込

み
も
可
ỜỐ

問
同
セ
ン
タ
ồ
辺
８
５
０
・
８
５

２
５
ỏ
町
田
市
産
業
観
光
課
辺
７

２
４
・
２
１
２
９
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
９
６
１
５

い
た
方
は
新
た
に
手
続
き
が
必
要

で
す
Ố

　
手
当
の
新
規
申
請
に
は
ỏ
印
鑑

の
ほ
か
に
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛

の
手
帳
・
診
断
書
の
い
ず
れ
か
と
ỏ

転
入
者
は
所
得
証
明
書
ớ
区
市
町

村
に
よ
ỳ
て
名
称
が
異
な
る
Ờ
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
に

は
ỏ
世
帯
全
員
の
全
部
の
内
容
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
ỏ
申
請
者
と

児
童
の
戸
籍
謄
本
も
必
要
で
す
Ố

※
左
表
の
対
象
は
概
要
の
た
め
ỏ

認
定
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
Ố
詳
細
は
ỏ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
Ố

会社やお店の広告を会社やお店の広告を
載せてみませんか載せてみませんか

「ECOまちだ」
広告を募集

各
種
福
祉
手
当

各
種
福
祉
手
当

該
当
す
る
方
は
申
請
を

障
害
者（
児
）の
た
め
の

該
当
す
る
方
は
申
請
を

障
害
者（
児
）の
た
め
の

返050・3101・1653
724・2136辺辺

　障がい福祉課問
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子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぱ
お

【
①
ば
ー
す
で
ぃ
７
】

　

ぱ
お
の
７
周
年
を
祝
う
お
祭
り

で
す
。

※
駐
車
場
は
使
え
ま
せ
ん
。

日
４
月　

日
土
午
前　

時
～
午
後

１６

１１

３
時
（
雨
天
実
施
）

※
当
日
は
午
前　

時
か
ら
開
館
し

１１

ま
す
。

内
迷
路
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
等
の
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
等
、
模
擬
店
も
有
り

（
有
料
）

催　
　
　

し

ご
参
加
を

【
②
ほ
わ
ほ
わ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
】

対
市
内
在
住
の
２
～
６
か
月
児
と

そ
の
保
護
者
（
原
則
第
１
子
）

日
４
月　

日
木
午
前　

時
～
正
午

２１

１１

内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
お
し
ゃ

べ
り

定　

組
（
申
し
込
み
順
）

１０
【
③
ド
ラ
ム
講
座
～
ち
ょ
ろ
っ
と

ド
ラ
ム
叩
い
ち
ゃ
お
う
外
】

　

初
心
者
で
も
１
時
間
で
ド
ラ
ム

を
叩
け
る
よ
う
に
な
れ
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
学
の
中
学
生
～

　

歳
の
方

１８日
４
月　

日
金
午
後
７
時
～
８
時

２２

定
６
人
（
申
し
込
み
順
）

【
④
親
子
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
】

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
ろ
う
外

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
～

　

歳
の
方
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど

１８も
の
み
の
参
加
も
可
）

日
４
月　

日
土
午
前　

時　

分
～

２３

１０

３０

　

時　

分

１１

３０

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
１
人
３
０
０
円◇

申
①
直
接
会
場
へ
②
～
④
４
月　
１１

日
午
前　

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電

１０

話
で
ぱ
お
へ
。

問
ぱ
お
辺
７
７
５
・
５
２
５
８
返

７
７
５
・
５
７
０
８

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【　

メ
ビ
タ
・
マ
ー
の
お
も
し
ろ

Mr.造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
を
作
っ
て
遊

び
ま
す
。

対
小
学
生
以
上
の
方

日
４
月　

日
水
午
後
３
時　

分
～

２０

４５

５
時

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

申
４
月　

日
午
前　

時
か
ら
直
接

１１

１０

ま
た
は
電
話
で
同
館
（
辺
７
１
０

・
１
４
７
５
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
１
０
・
１

４
７
６
へ
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

【
子
ど
も
人
形
劇
】

　

ひ
な
た
村
で
活
動
す
る
子
ど
も

人
形
劇
団
「
千
羽
鶴
」
に
よ
る
公

演
で
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
４
月　

日
土
午
後
２
時
～
２
時

１６

　

分
４０内

「
お
じ
い
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
な

話
」「
ま
ほ
う
つ
か
い
と
ネ
コ
」

問
同
ク
ラ
ブ
辺
７
３
９
・
６
７
９

１
返
７
３
９
・
６
７
９
２

ひ

な

た

村

【
①
ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
４
月　

日
日
午
前　

時　

分
か

２４

１０

３０

ら
１
時
間
程
度

場
ひ
な
た
村
第
１
レ
ク
ル
ー
ム

内
「
ト
ッ
ピ
ィ
と
森
の
仲
間
た

ち
」「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ

ち
ゃ
ん
」「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
か

み
な
り
ち
ゃ
ん
」「
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
と
プ
ル
ー
ト
」

【
②
一
輪
車
で
ス
イ
ス
イ
ス
イ
】

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
２
～

６
年
生
の
初
心
者 

日
５
月　

日
～　

月　

日
の
原
則

１４

１０

２２

月
２
回
土
曜
日
、
午
後
１
時　

分
３０

～
３
時　

分
、
全
９
回

３０

講
（
公
社
）
日
本
一
輪
車
協
会
公

認
指
導
員
・
遠
藤
武
氏

定　

人
（
抽
選
）

２０
申
往
復
ハ
ガ
キ（
１
人
１
枚
）に
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
学
校
名
・
学
年
・
一
輪
車
の

有
無
を
明
記
し
、
４
月　

日
ま
で

２２

（
必
着
）に
ひ
な
た
村
（
〒　

―
０

１９４

０
３
２
、
本
町
田
２
８
６
３
）
へ
。

【
③
ひ
な
た
村
科
学
ク
ラ
ブ
〝
ぷ

ち
〟
四
季
は
る
の
巻
～
お
い
し
い

〝
ハ
チ
の
ひ
み
つ
〟】

対
市
内
在
住
、
在
学
、
在
園
の
５

歳
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
生
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
も

可
）

日
５
月　

日
日
午
前
９
時　

分
～

１５

３０

　

時　

分

１１

３０

内
ハ
チ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
写
真
紹

介
、
ハ
チ
模
型
づ
く
り
、
昆
虫
博

士
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
希
少
な

ハ
チ
ミ
ツ
等
の
試
食

講
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
有
賀
文
章

氏
、
ま
ち
だ
実
験
し
隊

定　

組
（
申
し
込
み
順
）

２４
費
１
組
３
０
０
円

申
４
月　

日
午
前　

時
か
ら
電
話

１１

１０

で
ひ
な
た
村
へ
。◇

問
ひ
な
た
村
辺
７
２
２
・
５
７
３

６
返
７
２
１
・
９
０
８
６

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
～
親
と
子
の

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

　

い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

【
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
】

　

お
母
さ
ん
同
士
で
子
育
て
の
情

報
を
共
有
し
て
育
児
の
工
夫
を
学

び
合
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

び
を
見
つ
け
ら
れ
る
広
場
で
す
。

対
０
・
１
歳
児
（
２
歳
に
な
っ
た

月
の
月
末
ま
で
）
と
そ
の
保
護

者
、
妊
婦
の
方

日
４
～
７
月
の
毎
週
火
曜
日
（
た

だ
し
、
４
月
５
日
、
５
月
３
日
、

　

日
、
６
月　

日
、
７
月　

日
を

３１

２８

２６

除
く
）、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

４
時
（
自
由
遊
び
を
含
む
）

※
参
加
は
月
２
回
ま
で
で
す
。

【
パ
パ
と
一
緒
に
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
】

　

育
児
に
参
加
し
た
い
お
父
さ
ん

の
た
め
の
広
場
で
す
。

対
０
・
１
歳
児
（
２
歳
に
な
っ
た

月
の
月
末
ま
で
）
と
そ
の
父
親

日
４
月　

日
、
５
月　

日
、
６
月

２４

２９

　

日
、
７
月　

日
、
い
ず
れ
も
日

２６

３１

曜
日
午
後
２
時
～
４
時
（
自
由
遊

び
を
含
む
）

内
親
子
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
作
り

◇

場
同
セ
ン
タ
ー
６
階
保
育
室

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
８
・
０
０

７
１
返
７
２
８
・
０
０
７
３

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
～
ボ
タ
ン

・
シ
ャ
ク
ヤ
ク
写
真
展

作

品

募

集

　

６
月
に
同
サ
ロ
ン
で
開
催
す
る

写
真
展
に
向
け
て
、
町
田
ぼ
た
ん

園
で
撮
影
し
た
ボ
タ
ン
と
シ
ャ
ク

ヤ
ク
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

定　

人
（
先
着
順
）

３０
費
５
０
０
円
（
２
点
ま
で
）

※
写
真
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
ま
た
は
６

つ
切
り
で
す
。

申
応
募
用
紙
（
同
サ
ロ
ン
に
有

り
、
同
サ
ロ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
記
入

し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
の
う

え
、
５
月　

日
午
前　

時
か
ら
直

２９

１０

接
同
サ
ロ
ン
へ
。

※
詳
細
は
同
サ
ロ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
同
サ
ロ
ン
辺
７
３
６
・
８
２
８

１
返
７
３
６
・
０
８
６
８
、
町
田

市
文
化
振
興
課
辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
５
４

　

今
年　

月
に
開
館　

周
年
を
迎

１０

１０

え
る
同
館
の
記
念
企
画
、
第
１
弾

を
開
催
し
ま
す
。

　

本
展
の
企
画
に
は
、
若
手
社
会

学
者
の
塚
越
健
司
氏
を
迎
え
、
町

田
に
縁
の
あ
る
若
手
作
家　

人
を

１０

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
作
品
を
通

し
て
浮
か
び
上
が
る
、
２
０
０
０

年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
町

田
、
郊
外
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
と
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
新
た

な
物
語
の
魅
力
を
検
証
す
る
展
覧

会
で
す
。

会
期
４
月　

日
土
～
６
月　

日
日

１６

２６

休
館
日
月
曜
日
、
第
２
木
曜
日

観
覧
時
間
午
前　

時
～
午
後
５
時

１０

˘ؔ
࿈̆
イ̆
ベ̆
ン̆
ト̆

【
①
記
念
対
談
～
若
手
作
家
の
描

く
町
田
に
は
何
が
あ
る
の
か
？
】

　

作
家
・
海
猫
沢
め
ろ
ん
氏
と
塚

越
氏
が
、
町
田
の
印
象
や
そ
の
魅

力
に
つ
い
て
対
談
し
ま
す
。

日
５
月　

日
土
午
後
２
時
～
４
時

１４

場
同
館

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

７０
【
②
「
ソ
ラ
ニ
ン
」
映
画
鑑
賞
会

＆
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

浅
野
い
に
お
氏
原
作
の
映
画

「
ソ
ラ
ニ
ン
」
を
鑑
賞
し
、
塚
越

氏
の
司
会
で
、
皆
さ
ん
と
感
想
を

語
り
合
い
ま
す
。

日
５
月　

日
土
午
後
１
時　

分
～

２８

３０

４
時

場
同
館

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

７０
【
③
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

同
館
学
芸
員
が
展
覧
会
の
案
内

と
、
作
品
の
解
説
を
し
ま
す
。

日
４
月　

日
火
、
５
月　

日
火
、

２６

１０

６
月　

日
火
、　

日
日
、
い
ず
れ

１４

２６

も
午
後
２
時
か
ら　

分
程
度

４０

場
同
館
展
示
室

◇

申
①
②
４
月　

日
正
午
か
ら
電
話

１１

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
③
直
接
会
場

へ
。

催しのご案内
町
田
市
民
ホ
ー
ル

休
館
は
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
休
日
の
時
は
開

館
、町
田
市
民
ホ
ー
ル
の
み
そ
の
翌
日
休
館
）

　

町
田
市
民
ホ
ー
ル　

７
２
８
・
４
３
０
０

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

問

５
月　

日
火

１７

午
後
１
時　

分
開
演

３０

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

年
〕）　

他
（
予
定
）

※
監
督
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

あ
り
ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
発
売
中
。
電
話
で
町
田
市
民
ホ

ー
ル
へ
。

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

こ
の
街
の
現
在

い

ま

―

ゼ
ロ
年
代
の
町
田
若
手
作
家
た
ち―

展

町
田
市
民
文
学
館
開
館
10
周
年
記
念

鶴
川
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

月
イ
チ
映
画
上
映
会

場
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

上
映
作
品
「
あ
る
み
ち
」（
監
督

＝
杉
本
大
地
〔
東
京
造
形
大
学
４

７
月
２
日
土

午
後
３
時　

分
開
演

３０

６
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

場
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

曲
目
み
ず
い
ろ
の
雨 
他
（
予
定
）

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
４
月　

日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１２

民
ホ
ー
ル
へ
。
保
育
希
望
者
（
有

料
、
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
、

申
し
込
み
順
）
は
併
せ
て
申
し
込

み
を
。

八
神
純
子

塩
谷　

哲

音
楽
の
レ
シ
ピ
チ
ョ
コ
っ
と
Ｌ
ｉｖｅ

×

　

圧
倒
的
な
声
量
と
高
く
澄
み
渡

る
声
で
魅
了
す
る
八
神
純
子
と
ジ

ャ
ン
ル
を
超
え
て
活
躍
す
る
ピ
ア

ニ
ス
ト
・
塩
谷
哲
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
。

７
月　

日
土

３０

午
後
２
時　

分
開
演

３０

３
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

料
、
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
、

申
し
込
み
順
）
は
併
せ
て
申
し
込

み
を
。

ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
 
町
田

in

社
会
風
刺
コ
ン
ト
集
団

　

日
々
刻
々
と
変
わ
る
「
ニ
ュ
ー

ス
」
を
素
材
に
コ
ン
ト
を
繰
り
広

げ
ま
す
。

場
町
田
市
民
ホ
ー
ル

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

申
４
月　

日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１４

民
ホ
ー
ル
へ
。
保
育
希
望
者
（
有

問同館辺739・3420
　　　返739・3421
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大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

【
ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱
利
用
講
習
会
】

　

石
窯
と
ド
ラ
ム
缶
窯
で
ピ
ザ
を

焼
き
、
薫
製
箱
で
基
本
的
な
薫
製

を
し
て
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
受
講
後
は
、ピ
ザ
窯
・
薫

製
箱
の
個
人
利
用
が
で
き
ま
す
。

対
高
校
生
以
上
の
方

日
４
月　

日
日
午
前　

時
～
午
後

２４

１０

３
時

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
４
０
０
円

申
４
月　

日
午
前
９
時
か
ら
電
話

１１

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
川
上
村
子
ど
も
自
然
体
験
塾

（
林
業
編
）】

　

林
業
体
験
を
通
し
て
、
人
間
と

自
然
と
の
つ
な
が
り
を
知
り
、
山

の
お
宝
を
探
し
ま
す
。
夜
に
は
満

天
の
星
を
見
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４
～

６
年
生

日
５
月　

日
土
午
前
８
時　

分
～

２１

２０

　

日
日
午
後
４
時　

分
、
１
泊
２

２２

３０

日
、
集
合
・
解
散
は
同
セ
ン
タ
ー

第
１
駐
車
場

場
町
田
市
自
然
休
暇
村
（
長
野
県

南
佐
久
郡
川
上
村
）

定　

人
（
抽
選
）

３５
費
５
０
０
０
円
（
宿
泊
費
、
３
食

分
の
食
事
代
、
体
験
料
等
）

申
ハ
ガ
キ
に
全
員
の
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
性
別

・
学
年
を
明
記
し
、
４
月　

日
ま

２４

で
（
必
着
）
に
同
セ
ン
タ
ー（
〒

　

―
０
２
１
１
、
相
原
町
５
３
０

１９４７
―
２
）
へ
（
グ
ル
ー
プ
単
位
で

申
し
込
み
も
可
）。◇

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
８
２
・
３
８

０
０
返
７
８
２
・
６
８
１
５

催　
　
　

し
町
田
市
自
然
休
暇
村
～
川
上
村

山
菜
ま
つ
り
ツ
ア
ー

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

と
そ
の
同
伴
者

日
５
月　

日
日
午
前
７
時
～　

日

２９

３０

月
午
後
５
時
ご
ろ
、
集
合
は
町
田

タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
、
解
散
は
町

田
駅
周
辺
（
予
定
）

内
１
日
目
＝
山
菜
ま
つ
り
（
細
川

た
か
し
歌
謡
シ
ョ
ー
等
）、
２
日

目
＝
山
菜
採
り

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０
※
最
少
催
行
人
数
は　

人
で
す
。

３５

費
１
万
６
８
０
０
円
（
交
通
費
、

宿
泊
費
、
１
日
目
昼
食
～
２
日
目

昼
食
、
保
険
料
を
含
む
）

申
４
月　

日
午
前
９
時
か
ら
電
話

１１

で
自
然
休
暇
村
（
錆
０
１
２
０
・

　

・
２
８
３
８
）
へ
。

５５※
５
月　

日
以
降
の
取
り
消
し

１９

は
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
で
す
。

親
子
で里

山
散
策
と 

タ
ケ
ノ
コ
ほ
り
体
験

　

緑
豊
か
な
北
部
丘
陵
の
里
山
を

親
子
で
散
策
し
、
奈
良
ば
い
谷
戸

（
小
野
路
町
）
で
、
タ
ケ
ノ
コ
ほ

り
体
験
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
（
タ

ケ
ノ
コ
の
お
土
産
付
き
）。

対
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

日
４
月　

日
日
午
前　

時
～
正
午

２４

１０

ご
ろ
（
小
雨
実
施
、
中
止
の
場
合

は
４
月　

日
に
延
期
）、
集
合
は

２９

都
立
小
山
田
緑
地
第
一
駐
車
場

定　

家
族
（
抽
選
、
結
果
は
４
月

１５

　

日
ご
ろ
郵
送
）

１９費
１
家
族
１
０
０
０
円
（
体
験
費

用
、
保
険
料
等
）

申
４
月　

日
正
午
～　

日
に
電
話

１３

１４

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
（
特
）
ま
ち
だ
結
の
里
事
務
局

辺
０
９
０
・
２
２
２
５
・
５
４
４

４
、
町
田
市
北
部
丘
陵
整
備
課
辺

７
２
４
・
２
１
６
４
返
０
５
０
・

３
１
６
０
・
４
５
６
８

小
山
・
小
山
ヶ
丘
地
区
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
事
業
～
小
山
・
小
山

ヶ
丘
地
区

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　

個
人
・
団
体
が
丹
精
込
め
て
手

入
れ
し
た
庭
や
花
壇　

か
所
を
、

１２

一
定
期
間
、
一
般
公
開
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
で

配
布
す
る
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」を
ご
覧
下
さ
い
。

※
花
や
緑
を
通
じ
て
地
域
と
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
美
し
い
街
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

日
４
月　

日
金
～　

日
日
、
５
月

２２

２４

　

日
金
～　

日
日
、
い
ず
れ
も
午

１３

１５

前　

時
～
午
後
４
時

１０
問
市
民
協
働
推
進
課
辺
７
２
４
・

４
３
６
２
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
１
７

野
津
田
公
園

植
物
観
察
教
室

【
春
の
妖
精
（
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ

フ
ェ
メ
ラ
ル
）
探
し
】

対
５
歳
以
上
の
方
（
未
就
学
児
は

保
護
者
同
伴
）

日
４
月　

日
土
午
前
９
時
～
正
午

３０

（
小
雨
実
施
）

※
延
期
は
あ
り
ま
せ
ん
。

場
同
公
園

講
（
有
）
植
生
技
術
代
表
取
締
役

・
三
瀬
章
裕
氏

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
６
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

申
４
月　

日
か
ら
電
話
で
同
公
園

１１

（
辺
７
３
６
・
３
１
３
１
、
受
付

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
可
）
へ
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

自
然
観
察
会

【
春
に
息
づ
く
花
と
昆
虫
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
４
月　

日
日
午
前
９
時　

分
～

１７

３０

　

時
（
雨
天
中
止
）

１１場
同
公
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
同
公
園
辺
７
２
４
・
１
６
６
０

野
津
田
公
園

自
然
観
察
教
室
～
野
鳥
編

【
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
】

　

春
の
野
津
田
で
野
鳥
を
観
察

し
、
里
山
に
生
息
す
る
鳥
た
ち
の

さ
え
ず
り
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

？対
小
学
生
以
上
の
方

日
４
月　

日
土
午
前
８
時
～　

時

１６

１１

（
小
雨
実
施
）

場
同
公
園

講
（
公
財
）
日
本
野
鳥
の
会
会
員

・
島
津
哲
也
氏

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
６
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

申
電
話
で
同
公
園
（
辺
７
３
６
・

３
１
３
１
、
受
付
時
間
＝
午
前
９

時
～
午
後
５
時
、
土
・
日
曜
日
も

可
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い
合

わ
せ
は
返
７
３
５
・
４
５
１
２
へ
。

小
野
路
宿
里
山
交
流
館

【
春
の
小
野
路
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
】

　

ま
ち
だ
観
光
案
内
人
と
、
新
緑

の
里
山
を
歩
き
な
が
ら
、
小
野
路

の
自
然
・
歴
史
を
学
び
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

日
４
月　

日
火
午
前
９
時　

分
～

１９

３０

午
後
３
時
ご
ろ
（
小
雨
実
施
）

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
１
５
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
、
昼

食
代
、
保
険
料
込
み
）

【
小
野
路
春
の
特
別
ラ
ン
チ
】

　

新
緑
の
里
山
を
散
策
し
、
小
野

路
の
新
鮮
た
け
の
こ
を
使
っ
た
特

別
ラ
ン
チ
で
会
食
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

日
４
月　

日
水
午
前　

時　

分
～

２７

１０

３０

午
後
１
時　

分
ご
ろ（
小
雨
実
施
）

３０

※
荒
天
時
は
、
正
午
集
合
で
会
食

の
み
と
し
、
料
金
は
１
５
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６
費
２
５
０
０
円
（
昼
食
代
、
ガ
イ

ド
料
、
保
険
料
込
み
）

【
茶
摘
み
体
験
】

　

小
野
路
の
茶
畑
で
茶
摘
み
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
に
は
、

摘
ん
だ
茶
葉
で
作
っ
た
新
茶
を
後

日
お
渡
し
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
５
月
７
日
土
午
前
９
時　

分
～

３０

午
後
１
時
（
荒
天
時
は
翌
日
に
順

延
）

※
作
業
時
間
は
２
時
間
程
度
で

す
。

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０
費
１
０
０
０
円
（
新
茶
代
、
昼
食

代
込
み
）

◇

場
同
館

申
４
月　

日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１１

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

問
産
業
観
光
課
辺
７
２
４
・
２
１

２
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

６
１
５

鎌
倉
古
道
と
町
田
薬
師
池
公
園
四

季
彩
の 
杜 
を
巡
る

も
り

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日
５
月　

日
水
午
前
９
時
～
午
後

１８

３
時
ご
ろ
、
集
合
は
小
田
急
線
玉

川
学
園
前
駅
改
札
前
、
解
散
は
野

津
田
車
庫
バ
ス
停
（
小
雨
実
施
）

コ
ー
ス
本
町
田
遺
跡
公
園
～
ダ
リ

ア
園
～
鎌
倉
井
戸
～
薬
師
池
～
野

津
田
神
社
（
約
８
㎞
）

定　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０
費
１
２
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
、
保

険
料
、
資
料
代
含
む
）

申
参
加
者
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

性
別
を
明
記
し
、
５
月　

日
ま
で

１６

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー（
返
８
５
０
・
９
３
１

２
）
へ
。
町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申

し
込
み
も
可
。

問
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

辺
８
５
０
・
９
３
１
１
（
受
付
時

間
＝
午
前　

時
～
午
後
７
時
）、

１０

町
田
市
産
業
観
光
課
辺
７
２
４
・

２
１
２
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１

・
９
６
１
５

わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ
講
座

里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
市
内
在
住
の
全
回
参
加
で
き
る

　

歳
以
上
の
方

６５※
医
師
か
ら
運
動
制
限
等
を
受
け

て
い
る
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

日
①
５
月　

日
②
５
月　

日
③
６

１２

２６

月
９
日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
３
時
ご
ろ
（
②

５０

の
み
午
後
３
時　

分
ご
ろ
ま
で
）、

３０

全
３
回
（
予
備
日
６
月　

日
）

１６

※
集
合
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時　
５０

分
に
①
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
成
瀬
駅
前
②

③
鶴
川
や
す
ら
ぎ
公
園
で
す
。

内
①
成
瀬
②
三
輪
③
小
野
路
の
各

コ
ー
ス
（
各
約
７
㎞
）
を
歩
く

定　

人
（
抽
選
、
結
果
は
４
月　

３０

２８

日
ご
ろ
発
送
）

費
１
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、

施
設
入
場
料
等
）

申
４
月　

日
正
午
～　

日
に
電
話

１２

１８

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
当
日
の
詳
細
に
つ
い
て
＝
町
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
辺
７

２
３
・
２
１
４
７
（
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）、
わ
く

わ
く
カ
レ
ッ
ジ
全
般
に
関
す
る
こ

と
＝
町
田
市
高
齢
者
福
祉
課
辺
７

２
４
・
２
１
４
６
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
６
１
８
０

国
際
版
画
美
術
館

銅
版
画
一
日
教
室

対
高
校
生
以
上
の
初
心
者

日
５
月　

日
日
午
前　

時　

分
～

２９

１０

３０

午
後
４
時
（
途
中
休
憩
有
り
）

場
同
館

内
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
技
法
で
単
色

刷
り
の
小
品
（
約　

㎝
×　

㎝
）

１５

１２

を
制
作
（
道
具
、
材
料
は
同
館
で

用
意
）

講
版
画
家
・
馬
場
知
子
氏

定　

人
（
抽
選
、
結
果
は
４
月　

１４

２７

日
以
降
に
郵
送
）

費
３
０
０
０
円

申
講
座
名
・
住
所
・
受
講
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢

（
任
意
）
を
明
示
し
、
４
月　

日
１２

正
午
～　

日
に
電
話
で
イ
ベ
ン
ト

２４

ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・
５
６
５

６
）
へ
（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
し
込
み
も
可
）。

問
同
館
辺
７
２
６
・
２
８
８
９
返

７
２
６
・
２
８
４
０

国
際
理
解
の
た
め
の

講

演

会

【
ア
ジ
ア
の
西
、
ト
ル
コ
か
ら
東

を
さ
し
て
～
ト
ル
コ
と
日
本
を
つ

な
ぐ
】

　

ト
ル
コ
の
経
済
発
展
の
た
め
に

働
き
、
日
本
と
の
貿
易
や
両
国
の

関
係
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
大
谷
光
瑞
の
業
績
を
中

心
に
、
ボ
ア
ジ
大
学
歴
史
学
博
士

の
エ
ル
ダ
ル
・
キ
ュ
チ
ュ
ク
ヤ
ル

チ
ュ
ン
氏
が
お
話
し
し
ま
す
。

日
５
月
５
日
祝
午
後
６
時　

分
～

３０

８
時　

分
（
開
場
は
午
後
６
時
）

３０

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
ホ

ー
ル

定
１
８
８
人
（
申
し
込
み
順
）

申
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
町
田

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
〒　

―
０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４
―
９
―
８
、

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階
、
返

７
２
２
・
５
３
３
０
遍info@

ma

     
   

chida-kokusai.j

               p  
）
へ
。

※
受
付
確
認
の
お
知
ら
せ
は
お
送

り
し
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

※
詳
細
は
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー（
辺
７
２
２
・
４
２
６
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
文
化
振
興
課
辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
５
４

お
い
し
く
外
楽
し
く
外
健
康
に
外

男
性
料
理
教
室

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
献
立

で
、
自
宅
で
も
繰
り
返
し
作
れ
る

メ
ニ
ュ
ー
を
調
理
・
会
食
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
調
理

６５

経
験
が
少
な
い
男
性
で
、
全
回
参

加
で
き
る
方

日
５
月　

日
火
、　

日
金
、　

日

１０

２０

２５

水
、
い
ず
れ
も
午
前　

時
～
午
後

１０

１
時
、
全
３
回

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

定　

人
（
抽
選
、
結
果
は
４
月　

２０

２８

日
ご
ろ
発
送
）

費
２
０
０
０
円
（
食
材
費
等
）

申
４
月　

日
～　

日
に
電
話
で
イ

１１

１７

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

問
当
日
の
詳
細
に
つ
い
て
＝
町
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
辺
７

２
３
・
２
１
４
７
（
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）、
男
性

料
理
教
室
全
般
に
関
す
る
こ
と
＝

町
田
市
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４

・
２
１
４
６
返
０
５
０
・
３
１
０

１
・
６
１
８
０
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さ
が
ま
ち
カ
レ
ッ
ジ

参
加
者
募
集

　

詳
細
は
、
講
座
案
内
チ
ラ
シ

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
各
市
立
図
書
館
等
で

配
布
）
を
ご
覧
下
さ
い
（
さ
が
ま

ち
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

【
①
収
穫
を
楽
し
も
う
外
み
ど
り

の
カ
ー
テ
ン
講
習
会
】

　

ゴ
ー
ヤ
と
シ
カ
ク
マ
メ
の
育
て

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。
受

講
後
、
種
を
持
ち
帰
れ
ま
す
（
実

習
は
行
い
ま
せ
ん
）。

日
５
月　

日
火
午
前　

時
～　

時

１７

１０

１１

　

分
３０場

ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

（
相
模
原
市
）

講
（
公
財
）
相
模
原
市
ま
ち
・
み

ど
り
公
社
み
ど
り
の
講
習
会
講
師

澤
口
範
子
氏

定　

人
（
抽
選
）

３０
費
７
０
０
円

【
②
人
は
常
に
視
覚
の
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
を
求
め
て
い
た
外
映
画
以

前
の
視
覚
効
果
の
歴
史
】

対
高
校
生
以
上
の
方

日
５
月　

日
、
６
月
２
日
、　

日
、

２６

１６

　

日
、　

日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日

２３

３０

午
後
２
時　

分
～
４
時
、
全
５
回

３０

場
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

講
相
模
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・

中
山
仁
氏

定　

人
（
抽
選
）

４０
費
３
０
０
０
円

【
③
合
唱
を
通
し
て
み
な
さ
ま
と

元
気
外
笑
顔
外
健
康
の
輪
外
】

対
小
学
生
以
上
の
方

日
５
月　

日
土
、
６
月　

日
土
、

２８

１８

７
月
２
日
土
、　

日
日
、
い
ず
れ

１０

も
午
前　

時　

分
～
正
午
、
全
４

１０

３０
催　
　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

情
報

コ
ー
ナ
ー

回場
町
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
元
玉
川
大
学
通
信
教
育
部
文
学

部
教
育
学
科
助
教
授
・
千
葉
佑
氏

定
１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

費
２
５
０
０
円

◇

申
講
座
案
内
チ
ラ
シ
裏
面
の
受
講

申
込
書
に
記
入
し
、
①
②
４
月　
２５

日
ま
で
③
５
月　

日
ま
で
（
い
ず

２０

れ
も
必
着
）
に
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
さ
が
ま
ち
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
事
務
局
へ
（
さ
が
ま
ち
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し

込
み
も
可
）。

※
申
込
締
切
日
ま
で
に
定
員
に
達

し
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
募
集

し
ま
す
。

問
同
事
務
局
辺
７
４
７
・
９
０
３

８
返
７
０
３
・
８
５
３
６
、
町
田

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
８

・
０
０
７
１
返
７
２
８
・
０
０
７

３ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

公

開

講

座

【
①
町
田
の
郷
土
史
講
座
～
小
山

田
有
重
と
小
山
田
一
族　

鎌
倉
時

代
初
期
の
武
士
と
そ
の 
末  
裔 
】

ま
つ 
え
い

　

多
摩
大
学
客
員
教
授
で
あ
る
河

合
敦
氏
が
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
武

士
と
そ
の
末
裔
を
テ
ー
マ
に
、
小

山
田
氏
の
変
遷
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

日
５
月　

日
水
午
後
６
時　

分
～

１１

１５

８
時　

分
１５

【
②
〝
こ
こ
ろ
〟
と
〝
か
ら
だ
〟

の
健
康
学
～
う
つ
に
気
づ
く
、
楽

に
な
る
方
法
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
５
月　

日
水
午
前　

時
～
正
午

１８

１０

内
う
つ
病
と
う
つ
状
態
の
違
い
や

う
つ
に
気
づ
く
方
法
、
対
処
法
等

を
専
門
家
か
ら
話
を
聞
く
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て

講
顕
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

・
岩
木
久
満
子
氏
、
町
田
市
保
健

所
職
員

◇

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
各
１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
４
月　

日
正
午
か
ら
①
５
月
９

１２

日
ま
で
②
５
月　

日
ま
で
に
電
話

１５

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
辺
７
２
８
・
０
０

７
１
返
７
２
８
・
０
０
７
３

市
役
所
ま
ち
☆
ベ
ジ
市

　

認
定
農
業
者
が
作
っ
た
町
田
産

新
鮮
野
菜
の
販
売
で
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
４
月　

日
月
午
前　

時
～
午
後

１８

１１

１
時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
市
庁
舎
前

問
農
業
振
興
課
辺
７
２
４
・
２
１

６
６
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

９
１
３

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
～
福

祉
の
仕
事
就
職
相
談
窓
口
の
相
談

日
が
変
わ
り
ま
す

　

５
月
か
ら
相
談
日
を
変
更
／
相

談
窓
口
で
は
、
東
京
都
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
求
職
登
録

や
公
開
し
て
い
る
福
祉
の
仕
事
を

紹
介
・
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
相
談
日

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
の
正
午
～

午
後
４
時
（
１
人
１
時
間
程
度
）

場
同
協
議
会
申
辺
７
２
２
・
４
８

９
８
へ

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
～
た
の
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座

対
初
心
者
期
日
①
５
月　

日
～　

１０

１１

日
（
基
礎
１
）
②
５
月　

日
～　

１２

１３

日
（
基
礎
２
）
③
５
月　

日
～　

１７

１８

日
（
基
礎
１
）
④
５
月　

日
～　

１９

２０

日
（
基
礎
２
）
時
間
①
②
午
前
９

時
～
正
午
③
④
午
後
１
時
～
４
時

場
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
費
１
コ

ー
ス
３
５
０
０
円
申
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
・
受
講
日
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
町
田
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
〒　

―
１９４

０
０
２
２
、
森
野
１
―
１
―　

、
１５

辺
７
２
３
・
２
１
４
７
）
へ

●
（
社
福
）
竹
清
会
～
終
活
セ
ミ

ナ
ー

日
４
月　

日
午
前　

時
～
正
午
場

２８

１０

い
き
い
き
倶
楽
部　

Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
森
野
）
内
ご
自
身
の
終

末
期
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
い
の

か
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
を

使
っ
て
整
理
等
費
５
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
資
料
・
消
費
税
含
む
）
／

同
倶
楽
部
会
員
は
無
料
申
電
話
で

い
き
い
き
倶
楽
部　

Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
辺
８
６
０
・
７
３
５
５
）

へ●
（
社
福
）
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ

ス
協
会
～
福
祉
協
会
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
こ
ん
な
に
楽
し
い

外
へ
る
ぱ
ー
の
お
仕
事
」

　

直
接
会
場
へ
日
４
月　

日
午
前

２７

　

時
～　

時
場
特
別
養
護
老
人
ホ

１０

１１

ー
ム
コ
モ
ン
ズ
内
介
護
ヘ
ル
パ
ー

の
具
体
的
な
仕
事
内
容
と
体
験
談

問
辺
７
１
０
・
２
２
４
１

 
●
昭
和
薬
科
大
学
薬
用
植
物
園
～

薬
草
教
室
「
さ
く
ら
」

　

直
接
会
場
へ
日
４
月　

日
午
後

２３

１
時　

分
～
３
時
（
午
前　

時
～

３０

１０

午
後
４
時
に
薬
用
植
物
園
を
開

放
）
場
同
大
学
薬
用
植
物
園
（
駐

車
場
無
し
）
問
辺
７
２
１
・
１
５

８
５

大
学

コ
ー
ナ
ー

スポーツ施設からのお知らせ　　詳細は各施設へお問い合わせ下さい
申し込み対　象日時／内容／費用／定員種目・教室名施設名

往復ハガキ（1人1枚）に、教室名・住
所・氏名（ふりがな）・電話番号・年
齢・勤務先または学校名（在勤・在
学の方）、返信用にも宛先を明記し、
①～③4月18日④5月6日まで（消印
有効）に同館へ

市内在住、在勤、在学の18歳以
上の方

①5月10日～7月12日の火曜日、午後3時15分
～4時45分②5月13日～7月15日の金曜日、午
前10時～11時30分、各全10回／②実技入門
とミニ講義／各3400円／各50人（抽選）

①初心者ヨガ教室 
②初心者健康太極拳教室

市立総合体育館
（〒194−0045、
南成瀬5−12、 
辺724・3440）

市内在住、在勤、在学の18歳以
上で体育館まで通える障がいの
ある方

5月14日～6月11日の土曜日、午前10時～11
時30分、全5回／700円／20人（抽選）③障がい者卓球教室

市内在住、在勤、在学のこれから
和弓を始めようとする16歳以上
の方

5月21日～7月9日の土曜日（6月4日を除く、6
月5日実施）、午前9時30分～11時30分、全8
回／5000円／25人（抽選）

④初心者和弓教室

往復ハガキ（1人1枚）に教室名・住所
・氏名（ふりがな）・電話番号・①④
年齢②生年月日③学年、返信用にも
宛先を明記し、4月20日まで（消印有
効）に同館へ

市内在住、在勤、在学の40歳以
上の方5月13日～7月15日の金曜日、①午後1時15分

～2時30分②午後3時15分～4時15分③午後
4時30分～6時④午後6時45分～8時30分、各
全10回／①3400円②1400円③1600円④
4300円／①50人②25人③30人④50人（いず
れも抽選）

①リラックス＆ 
リフレッシュ体操教室

サン町田旭体育館
（〒194−0023、
旭町3−20−60、
辺720・0611）

市内在住、在園の2012年4月2日
～2013年4月1日生まれの幼児②ちびっこ体操教室

市内在住、在学の小学生③小学生球技教室
市内在住、在勤、在学の18歳以
上の方

④初心者・初級者 
卓球教室

往復ハガキ（1人1枚）に教室名・住所
・氏名（ふりがな）・電話番号・年齢
・性別、返信用にも宛先を明記し、
4月24日まで（必着）に同プールへ

16歳以上の方
5月11日～7月20日の水曜日（6月1日を除
く）、午前10時～11時、全10回／会場は会議
室／8000円／20人（抽選）

フラダンススクール 
1期

市立室内プール
（〒194−0203、
図師町199−1、
辺792・7761）

市内在住、在勤、在学の4歳以上の方が対象のテニススクールの受講者を募集しています（詳細は同テニスコートホー
ムページを参照、無料体験レッスン有り）テニススクール

成瀬クリーンセン
ターテニスコート
（〒194−0045、
南成瀬8−1−1、
辺727・6240）

町田市体育協会からのお知らせ 問町田市体育協会事務局（〒194−0045　南成瀬5−12　市立総合体育館内　辺724・3443）
申し込み対　象日時／会場／内容／費用種目・教室名

歩きやすい履物と服装で直接集合場所へ（持ち
物＝弁当、水筒、雨具等）、詳細は町田ウォー
キング協会（辺090・8747・1958）へ

市内在住、在勤、在学の小学
生以上の方

4月20日午前8時50分に星谷寺（小田急線座間駅西口徒歩8分）集合／星谷寺
～新戸河原芝ざくら堤（昼食）～ＪＲ相模線相武台下駅前（11㎞ゴール）～小
田急線相武台前駅前（14㎞ゴール、午後3時30分ごろ）／500円

市民ウォーキング 
「座間散策と芝ざくら」

実施要項を参照し、①4月23日②4月19日まで
（必着）に指定の申し込み先へ

①市内中学校チーム②市内在
住、在学の小学生～高校生

①5月3日～5日（雨天実施）②5月3日午前9時30分から／①上野原グラウン
ド　他②市立総合体育館

青少年の日スポーツ大会
①サッカー②卓球

実施要項を参照し、4月18日まで（必着）に町田
市テニス協会へ

市内在住、在勤で大会当日の
年齢が50歳以上の方

5月15日（予備日22日）／成瀬クリーンセンターテニスコート／1チーム
9000円ベテラン・テニス大会

実施要項を参照し、4月26日まで（必着）に指定
の申し込み先へ

市内在住、在勤、在学の高校
生以上の方5月22日午前9時開場／市立総合体育館／1人1500円バドミントン 

ミックスダブルス大会
実施要項を参照し、4月29日まで（必着）に町田
市体育協会へ市内及び近郊在住の女性6月1日午前9時受け付け／市立総合体育館／1組2000円町田市近郊 

女子ダブルス卓球大会
教室・大会の実施要項、申込用紙は市立総合体育館とサン町田旭体育館にあります。　また、町田市体育協会のホームページ（http://www.machida-taikyo.com）でダウンロードもで
きます／会員の費用は変わる場合があります／詳細はホームページまたは町田市体育協会へお問い合わせ下さい。

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵



市 民 カ レ ン ダ ーカ レ ン ダ ー

放送予定 町田市 まちテレ 検索○４月1日～3０日「町田市職員募集」
○町田市ホームページ、YouTubeとケーブルテレビでご覧いただけます

今
号
の
広
報
紙
は
、　

万
９
５
９
１
部
作
成
し
、１
部
あ
た
り
の
単
価
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★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町1491　辺797・1511）
□移動図書館「そよかぜ号」
　 3時　　 ：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）4／

１１
月

★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　町田慶泉病院
 （小川1546−2　辺795・1668）
□移動図書館「そよかぜ号」
　10時20分：境川住宅管理事務所前、成瀬熊ヶ谷戸

公園
　10時30分：小山ヶ丘こもれび公園
　 1時50分：市立総合体育館駐車場入口
　 2時　　 ：四ツ木橋児童公園、マイライフ尾根道
　 3時10分：つくし野セントラルパーク、三輪沢谷

戸かえで公園
　 3時20分：矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（9時～4
時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話で予
約＝辺042・679・1082）

○不動産相談〈不動産取引全般について〉（1時30分～4時　
市民相談室　電話予約制＝辺724・2102）１２

火
☆国際版画美術館市民展示室（～17日　金曜
の絵展　໰̋ 中久保辺729・0273／～17日　
華琴水墨画展　໰̋ 大塚辺725・8562）

☆市民ホールギャラリー（～17日　第2回悠
墨会展　໰̋ 悠墨会辺795・3030）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽線”

★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　南町田病院
 （鶴間1008−1　辺799・6161）
★町田市歯科医師会障がい者歯科診療所＝健康福祉会
館内（午前9時～午後5時　受け付けは4時30分ま
で、完全予約制＝辺返725・2225）

□移動図書館「そよかぜ号」
　10時20分：三輪第一住宅バス停前、鶴川さくら病

院前、小山白山公園
　 1時50分：金森西田橋公園
　 2時　　 ：南つくし野なかむら公園、小山田会館
　 3時10分：鶴間橋児童公園、谷戸クラブ
　 3時20分：天神原公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（1時30分～4時　市民相談室　電話予約制＝辺724・
2102）

１３
水

☆町田市フォトサロン1階展示室（～18日　
第16回春の写真展　フォトまちだ）／2階
展示室（～18日　第6回フォトクラブ「風
光」写真展　フォトクラブ「風光」）̋໰ 町田市
フォトサロン辺736・8281返736・0868
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　町田病院
 （木曽東4−21−43　辺789・0502）
★町田市歯科医師会障がい者歯科診療所＝健康福祉会
館内（13日を参照して下さい）
□移動図書館「そよかぜ号」
　 1時50分：都営町田中里橋アパート
　 2時　　 ：小野路公会堂
　 2時20分：ヴィラ町田
　 3時10分：薬師ヶ丘住宅、都営山崎町アパート
　 3時30分：相原中央公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書類
作成について〉（1時30分～4時　市民相談室　電話予約
制＝辺724・2102）

○母性保健・母乳育児相談（10時～正午、1時～3時　健康
福祉会館　助産師による相談　来所相談と乳房マッサー
ジは要予約　電話相談は随時受付＝辺725・5419）

１４
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“高ヶ坂・成瀬線”“原町田・森野線”

★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　あけぼの病院
 （中町1−23−3　辺728・1111）
□移動図書館「そよかぜ号」
　10時20分：木曽ほがらか公園横
　10時30分：セルシオヒルズすずかけ台、町田荘
　 1時50分：馬場児童公園前
　 2時　　 ：鶴間風の子公園
　 2時10分：南町田ハイタウン
　 3時10分：鶴間ガーデンセシア
　 3時20分：小山中央小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（1時30
分～4時　市民相談室　電話予約制＝辺724・2102）
○心配ごと相談（10時～正午、1時～3時　電話相談のみ受
け付け＝辺729・5070　໰̋ 町田市社会福祉協議会辺
722・4898）１５

金

○ボートレース江戸川開催（～20日　໰̋ 東京
都六市競艇事業組合辺03・3656・0641）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社住
宅線”

★救急当番病院（内科系　午後1時～翌朝8時）
　南町田病院
 （鶴間1008−1　辺799・6161）１６

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」　
　“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前9時～翌朝9時）
　渇内科系　町田病院
 （木曽東4−21−43　辺789・0502）
　渇外科系　おか脳神経外科
 （根岸町1009−4　辺798・7337）
　　　　　　町田市民病院
 （旭町2−15−41　辺722・2230）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前9時～午後5時）
　稲垣耳鼻咽喉科医院
 （原町田6−22−15　辺722・3115）
★町田市歯科医師会休日応急歯科診療所＝健康福祉会
館内（午前9時～午後5時　受け付けは4時30分まで
＝辺725・2225　要予約）

★当番医（午前9時～午後5時）
　渇風の子こどもクリニックখ̋ 
 （金森東1−25−29　辺851・8630）
　渇佐藤寿一クリニック内̋ খ̋ 
 （原町田1−7−17　辺710・2251）
　渇たまがわ医院内̋ 
 （玉川学園4−16−40　辺720・3888）
　渇ただお整形外科・内科内̋ 
 （忠生2−28−7　辺793・0201）

１７
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社住
宅線”

★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町1491　辺797・1511）
□移動図書館「そよかぜ号」
　 3時　　 ：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）１８
月

★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　町田慶泉病院
 （小川1546−2　辺795・1668）
□移動図書館「そよかぜ号」
　10時10分：市立博物館前
　10時20分：東玉川学園1丁目児童公園
　10時30分：上小山田町はなみずき公園
　 1時50分：成瀬台公園
　 2時　　 ：小山市民センター横
　 3時10分：玉川学園やすらぎ公園、南つくし野や

なぎ公園
　 3時20分：小山ヶ丘小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（毎月第
1・3火曜日1時30分～4時　市民相談室　電話予約制、
次回分まで受け付け＝辺724・2102）

１９
火

☆国際版画美術館市民展示室（～24日　Ｔタ
イム展　໰̋ 平山辺729・2174／～24日　
第20回金曜会油絵展　໰̋ 杉本辺769・
8396）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽線”

★救急当番病院（内科系　午後7時～翌朝8時）
　町田病院
 （木曽東4−21−43　辺789・0502）
★町田市歯科医師会障がい者歯科診療所＝健康福祉会
館内（13日を参照して下さい）
□移動図書館「そよかぜ号」　
　10時10分：三輪中央公園
　10時20分：金井中央ふれあい公園
　10時30分：福音会
　 1時50分：山王塚公園
　 2時　　 ：鶴川台緑の里公園
　 2時10分：武蔵岡住宅
　 3時10分：金井森の丘公園、鶴川台丘の里公園
　 3時20分：ゆくのき学園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日から電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（13日を参照して下さい）

２０
水

☆町田市フォトサロン1階展示室（～25日　
ほっとけ水曜会写真展　ほっとけ水曜会）
／2階展示室（～25日　写団「赤色巨星」第
2回写真展　よみうりカルチャー町田）̋໰ 
町田市フォトサロン辺736・8281返736
・0868

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社住
宅線”

月･火･木･金･土曜日:午前9時30分～午後4時
水曜日：午後1時～8時（第三水曜日は除く）

電話による女性悩みごと相談
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）

法律相談有り＝要予約☎７２１・４８４２

救急当番病院などのお問い合わせ
医師会テレホンサービス☎７３９・０６６０
http://www.machida.tokyo.med.or.jp
医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ

二次救急医療（入院を必要とする救急医
療）に毎日２４時間対応します。※受診す
る場合は必ず電話でご連絡下さい。
【内科系・外科系】
　　・町田市民病院　　　☎７２２・２２３０
　　・多摩丘陵病院　　　☎７９７・１５１１
　　・町田慶泉病院　　　☎７９５・１６６８
　　・南町田病院　　　　☎７９９・6161
【内科系のみ】
　　・町田病院　　　　　☎７８９・０５０２
【外科系のみ】
　　・おか脳神経外科　　☎７９８・７３３７
※電話番号をお間違えのないようご注意下さい。
　おかけになる前にもう一度ご確認を

！

救急車を呼んだ方がいいか、病院に行った方がいいか迷ったら…

東京消防庁

救急相談・医療機関案内

＃7119

☎０４２・５２１・２３２３へ

携帯電話・ＰHＳ
プッシュ回線の場合

その他の電話からや市外局番〔044〕
の地域にお住まいの方は２４時間年中無休

救急相談センター

救急病院・救急当番病院は
受診する前に必ずお電話を

金曜日（祝日の場合はその前日）の午前8時30分から、
次週分の予約を受け付けます。

法律相談は電話予約制です

市民相談室☎724・2102

マナーを守って
ペットを飼いましょう

町田市医師会準夜急患こどもクリニック
毎日実施しています

☎710・0927
※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい
午後6時から電話をお受けしています

□保健総務課☎722・6728問
受付時間＝午後６時（午後７時から診療）～午後９時３０分

ごみの
ポイ捨てはやめましょう

家庭でできる温暖化対策
使わない電気は消しましょう
町田市エコキャラクター

飲酒運転は絶対にやめましょう！
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